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障害者と雇用

「働く広場」は、
障害者雇用の啓発・広
報を目的として、ルポ
ルタージュやグラビア
など写真を多く用いて、
障害者雇用の現場とそ
の魅力をわかりやすく
お伝えします。

◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。
�（https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/index.html）
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Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
に
よ
る
発
達
障
害
者
の
就
労
支
援
の
将
来
像

～
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
に
よ
る
共
創
型
支
援
の
実
践
と
展
望
～

福
井
大
学
工
学
系
部
門
工
学
領
域
知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
講
座 

教
授　

小
越
康
宏

は
じ
め
に

　

近
年
、障
害
者
雇
用
や
就
労
支
援
の
領
域
で
は
、Ｉ
ｏ

Ｔ（Internet of T
hings

、モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）や

Ｉ
Ｃ
Ｔ（Inform

ation and Com
m

unication Technology

、

情
報
通
信
技
術
）の
活
用
が
加
速
し
て
い
る
。特
に
発
達

障
害
者
支
援
の
分
野
で
は
、個
々
の
特
性
に
応
じ
た
柔
軟

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、企
業
側
に
は「
ど
の
よ

う
に
配
慮
す
べ
き
か
」、「
成
果
を
ど
の
よ
う
に
客
観
的

に
評
価
す
べ
き
か
」
と
い
っ
た
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
「T

echnology First

」
政
策
が
広

が
り
、
支
援
技
術
を
支
援
の
第
一
選
択
肢
と
し
て
位
置

づ
け
る
制
度
改
革
が
進
ん
で
い
る
。こ
れ
は
、技
術
に
よ
っ

て
支
援
者
を
支
援
し
、
結
果
的
に
本
人
の
自
立
や
社
会

参
加
を
促
進
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

Friedm
an

（2023

）の
調
査
に
よ
る
と
、Technology 

First

施
策
を
実
施
し
て
い
る
州
で
は
、
遠
隔
支
援
や
医

療
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
が
進
み
、
障
害
の
あ
る
人
々
の
地

域
生
活
の
質
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
も
ま
た
、
Ａ
Ｉ
や

支
援
技
術
の
発
展
が
障
害
者
の
就
業
お
よ
び
社
会
参
画

を
後
押
し
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
国
際
的
潮
流
を
背
景
に
、
日
本
で
も
工
学
・

情
報
・
福
祉
・
教
育
の
枠
を
超
え
た
連
携
が
始
ま
り
つ

つ
あ
る
。
筆
者
ら
が
開
発
し
て
き
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
個
別
教
育

支
援
シ
ス
テ
ム
「
ぴ
こ
っ
と
」（
※
1
）
は
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

フ
ァ
ー
ス
ト
の
理
念
と
親
和
性
の
高
い
実
践
的
モ
デ
ル

で
あ
り
、
技
術
と
人
が
協
働
し
て
支
援
者
を
支
え
る
新

し
い
支
援
の
形
を
提
示
し
て
い
る
。

個
別
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム「
ぴ
こ
っ
と
」の 

概
要
と
実
証
成
果

　
「
ぴ
こ
っ
と
」
は
、
学
校
・
家
庭
・
福
祉
機
関
・
企
業

を
つ
な
ぐ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
発
達
障
害

の
あ
る
人
一
人
ひ
と
り
の
行
動
、
感
情
、
学
習
、
体
調
、

生
活
リ
ズ
ム
な
ど
を
時
系
列
で
記
録
・
可
視
化
で
き
る
。

従
来
、
支
援
は
経
験
や
直
感
に
依
存
し
て
い
た
が
、
本

シ
ス
テ
ム
で
は
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
支
援
の
根
拠

化
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
可
能
と
な
る
。

　

実
証
研
究
を
通
じ
て
、次
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

・�

作
業
効
率
や
集
中
持
続
時
間
の
可
視
化
に
よ
り
、
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
が
配
置
や
休
憩
タ
イ
ミ
ン
グ
を
精せ

い

緻ち

に
判

断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・�

利
用
者
の
自
己
理
解
と
自
己
効
力
感
の
向
上
が
み
ら

れ
、
就
労
継
続
率
や
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
っ
た
。

・�

学
校
・
家
庭
・
企
業
間
で
の
一
次
情
報
共
有
が
容
易

に
な
り
、
支
援
の
一
貫
性
が
確
立
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
、
同

じ
特
性
を
も
つ
利
用
者
の
支
援
パ
タ
ー
ン
を
参
照
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
個
別
最
適
化
と
支
援
の
標
準
化
の
両

立
が
実
現
し
た
。
こ
れ
は
、
支
援
を
経
験
に
頼
る
時
代

か
ら
、
支
援
を
科
学
的
に
理
解
し
再
現
で
き
る
時
代
へ

の
転
換
を
意
味
し
て
い
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
に
よ
る 

人
と
技
術
の
協
働
支
援

　
「
ぴ
こ
っ
と
」
は
研
究
開
発
段
階
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
と
の
連
携
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
支
援
者
の
観
察
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い

行
動
・
生
理
・
環
境
デ
ー
タ
を
客
観
的
に
取
得
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
、
な
ぜ
い
ま
、
支
援

対
象
者
は
集
中
で
き
な
い
の
か
、
ど
の
環
境
が
ス
ト
レ

ス
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
科
学
的
に
把
握
で

き
る
。

　
「
ぴ
こ
っ
と
」
と
の
連
携
を
想
定
し
、
研
究
開
発
し
て

き
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
Ｃキ

ャ

ス

Ａ
Ｓ
Ｐ
（
会
話
す
る
植
木
鉢
型
デ
バ
イ
ス
）

植
物
と
の
対
話
を
通
し
て
情
緒
の
安
定
や
責
任
感
を

※1　�福井工業高等専門学校電子情報システム工学科の小越咲子教授と2009（平成21）年から共同し実証実験や試
験運用を経て実運用を進めている
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育
む
。
出
勤
前
の
水
や
り
行
動
が
生
活
リ
ズ
ム
の
形

成
に
寄
与
し
、
欠
勤
率
の
低
下
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

・
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
を
用
い
た
忘
れ
物
防
止
シ
ス
テ
ム

作
業
道
具
や
私
物
を
自
動
検
知
し
、
忘
れ
物
や
紛
失

を
防
止
。
企
業
か
ら
も
指
導
負
担
の
軽
減
が
評
価
さ

れ
た
。

・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
移
動
支
援
シ
ス
テ
ム

通
勤
や
外
出
経
路
を
可
視
化
し
、
安
全
確
認
と
自
立

的
な
移
動
支
援
を
両
立
。
就
労
移
行
期
の
安
心
感
を

高
め
て
い
る
。

・
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
に
よ
る
表
情
認
識
支
援

対
人
関
係
が
苦
手
な
利
用
者
に
、
相
手
の
表
情
変
化

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
示
。
接
客
や
チ
ー
ム
業
務
で

の
安
定
し
た
人
間
関
係
形
成
に
寄
与
し
た
。

・
楽
器
演
奏
支
援
シ
ス
テ
ム

余
暇
活
動
を
支
援
し
、
音
楽
体
験
を
通
じ
て
情
緒
の

安
定
と
集
中
力
向
上
を
う
な
が
す
。
職
場
定
着
や
ス

ト
レ
ス
軽
減
に
も
効
果
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を「
ぴ
こ
っ
と
」上
で
統
合
・
解
析

す
る
こ
と
で
、支
援
者
は
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
行
動
理
解

と
介
入
判
断
が
可
能
に
な
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
Ａ
Ｉ
が
支
援

者
の
第
二
の
目
と
し
て
機
能
し
、
人
と
技
術
が
協
働
し

て
支
援
を
行
う
新
た
な
支
援
様
式
を
生
み
出
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
基
づ
く
共
通
言
語
と

時
系
列
解
析
に
よ
る
支
援
の
一
貫
性

　

支
援
デ
ー
タ
を
共
通
言
語
化
す
る
た
め
、「
ぴ
こ
っ
と
」

で
は
Ｉ
Ｃ
Ｆ
（
国
際
生
活
機
能
分
類
）（
※
2
）
に
基
づ
く

項
目
体
系
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
・

医
療
・
福
祉
・
企
業
が
異
な
る
立
場
で
も
同
一
の
指
標

で
状
況
を
把
握
で
き
、
支
援
の
一
貫
性
と
継
続
性
が
担

保
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
行
動
・
情
動
・
体
調
の
時
系
列
分
析
に
よ
り
、

緻
密
な
ラ
イ
フ
ロ
グ
を
と
ら
え
、
介
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
精
緻
化
で
き
る
。

　

共
通
言
語
と
時
系
列
解
析
の
導
入
は
、

・
記
録
業
務
の
重
複
削
減
（
業
務
負
担
の
軽
減
）

・
多
職
種
連
携
の
円
滑
化
（
意
思
決
定
の
透
明
化
）

・�

長
期
デ
ー
タ
に
基
づ
く
効
果
検
証
（
政
策
評
価
へ
の

応
用
）

と
い
っ
た
多
面
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。
工
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
福
祉
支
援
に
評
価
性
・
信
頼
性
・

一
貫
性
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

個
別
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
「
ぴ
こ
っ
と
」
は
、
教
育
・

福
祉
・
就
労
を
つ
な
ぐ
実
践
を
通
し
て
、
技
術
が
支
援

者
と
利
用
者
の
双
方
を
支
え
る
可
能
性
を
示
し
て
き
た
。

現
在
は
製
品
化
さ
れ
、
社
会
実
装
が
進
ん
で
い
る
。
業

務
効
率
化
や
合
理
的
配
慮
の
根
拠
づ
く
り
、
デ
ー
タ
連

携
に
よ
る
現
場
改
善
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
と
は
、単
に
技
術
を
優

先
す
る
こ
と
で
は
な
く
、技
術
を
通
し
て
支
援
者
を
支
え
、

人
と
技
術
が
協
働
す
る
社
会
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、人
に
代
わ
る
存
在
で
は
な
く
、人
を
理
解

し
、支
え
、と
も
に
成
長
す
る
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

　

今
後
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
は
発
達
障
害
者
の
就
労
支
援

に
お
い
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
生
体
情
報

や
作
業
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
分
析
す
る
こ
と
で
、

　福井大学工学系部門工学領域知能システム工学講座教授。金沢大学大学院自然科学研究科
博士課程修了。博士（工学）。専門は福祉工学および社会工学。AI技術を駆使し、特別な支援
を必要とする人々の就学から就労、そして自立に向けた支援など、教育や福祉の枠を超えて、
地域が一体となって、社会課題の解決に取り組んでいる。支援対象者だけでなく、支援する
側へのサポートも重視し、持続可能な社会システムの実現を目ざしている。
　大学では、社会性スキルや技能の向上を目的とした「スマートグラスを活用した状況認識・
表情認識支援ツール」や「表情表出・同調・発話トレーニングツール」、「教育支援ツール」、「脳
波などの生体情報を活用して情動や意志を推定し、情動コントロールや集中を支援するツー
ル」、「IoT農業ツール」などの研究開発を進めている。
　特に、福祉に関心を持つ若い工学系技術者が、教育や農工福連携、就労支援などの実践的
活動を通じて社会のニーズを探り、支援システムの開発に取り組んでいる。こうした取組み
を通して、多様性を認め互いに尊重しながら協業できる人材の育成に力を注いでいる。

小越 康宏
（おごし やすひろ）

個
々
の
特
性
や
体
調
に
応
じ
た
最
適
な
支
援
が
可
能
に

な
る
。
ま
た
、
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
ク
ラ
ウ
ド
連
携

に
よ
り
、
在
宅
就
労
や
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

が
進
み
、
多
様
な
働
き
方
が
実
現
す
る
だ
ろ
う
。
Ｉ
ｏ

Ｔ
を
基
盤
と
し
た
支
援
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
活
用
は
、
成

長
の
可
視
化
と
福
祉
か
ら
就
労
へ
の
円
滑
な
移
行
を
支

え
る
新
た
な
仕
組
み
と
な
る
。

　
「
ぴ
こ
っ
と
」
を
核
と
し
た
こ
う
し
た
取
組
み
は
、
人

と
技
術
が
と
も
に
学
び
、
支
え
合
う
共
創
社
会
の
実
現

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
れ
こ
そ
が
、
日
本
初
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
実
践
で
あ
る
。

※2　�ICF（国際生活機能分類）：�International Classification of Functioning, Disability and Healthの略。人間の生活機能の分類と、それに影響する背景因子および健
康状態の分類で構成され、それらの相互作用において健康状態を総合的にとらえる分類指標。2001年5月、WHO（世界保健機関）総
会において採択された
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（文）豊浦美紀　（写真）官野 貴

特性や事情にあわせ、
柔軟な配慮と支援で安定就労

― 北陸コカ・コーラボトリング株式会社（富山県）、 
株式会社べネフレックス能登営業所（石川県）―

飲料水の製造販売を展開する会社では、グループ各社で直接雇用しながら、
従業員一人ひとりにあわせた職場環境づくりを図ってきた。

Keyword：�身体障害、知的障害、精神障害、ジョブコーチ支援、�
企業グループ算定特例

取材先データ

北陸コカ・コーラボトリング株式会社
〒933-0397　富山県高

たか
岡
おか

市
し

内
うち

島
じま

3550
TEL 0766-31-1158  FAX 0766-31-3725

株式会社べネフレックス 能登営業所
〒929-2222　石川県七

なな
尾
お

市
し

中
なか

島
じま

町
まち

字
あざ

中
なか

島
じま

二
に

部
ぶ

1-4
TEL 0767-66-2888  FAX 0767-66-2889北陸コカ・コーラボトリング株式会社本社

（写真提供：北陸コカ・コーラボトリング株式会社）
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「
北
陸
コ
カ･

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
」

（
以
下
、「
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
」）
は
富
山
県

高
岡
市
に
本
社
を
置
き
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
製
品

の
製
造
販
売
を
行
う
全
国
五
つ
の
ボ
ト
ラ
ー
会

社
の
一
つ
と
し
て
、
富
山
・
石
川
・
福
井
・
長

野
の
４
県
で
清
涼
飲
料
水
な
ど
の
製
造
販
売
を

行
っ
て
い
る
。
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
設
立

の
「
北
陸
飲
料
株
式
会
社
」
が
、
翌
年
に
日
本

コ
カ
・
コ
ー
ラ
株
式
会
社
の
指
定
会
社
と
な
り
、

現
在
の
社
名
に
変
更
し
て
60
年
以
上
に
な
る
。

　

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
23
年
ほ
ど
前

に
組
織
的
な
推
進
へ
と
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
統
括
部
人
事
企
画
課
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
本ほ
ん

郷ご
う

一か
ず

利と
し

さ
ん
は
「
き
っ
か
け
は
、
そ
れ
ま
で
分
社

化
を
推
進
し
な
が
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
進

め
た
結
果
、『
障
害
者
雇
用
率
』
の
大
き
な
低

下
が
判
明
し
た
こ
と
で
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

清
涼
飲
料
水
の
製
造
販
売

　

現
在
は
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
４
社

の
全
従
業
員
９
２
４
人
の
う
ち
、
障
が
い
の
あ

る
従
業
員
は
22
人
（
身
体
障
が
い
12
人
、
知
的

障
が
い
５
人
、
精
神
障
が
い
５
人
）
で
、
雇
用

率
は
３
・
29
％
（
２
０
２
５
〈
令
和
７
〉
年
６

月
１
日
現
在
）
ま
で
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

人
事
部
門
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
組

み
の
ほ
か
、
本
社
や
グ
ル
ー
プ
会
社
で
働
く
従

業
員
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
す
る
。

　

北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
で
は
２
０
０
２
（
平
成

14
）
年
、「
障
害
者
雇
用
納
付
金
」（
※
1
）
を
納

め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、当
時
の
代
表

取
締
役
社
長
で
現
在
代
表
取
締
役
会
長
を
務
め

る
稲い
な

垣が
き

晴は
る

彦ひ
こ

さ
ん
が
、「
企
業
の
社
会
的
責
任
を

果
た
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、障
が
い
者
雇

用
の
積
極
的
推
進
を
社
内
向
け
に
打
ち
出
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
当
時
の
人
事
部
は
同
年
、
障

が
い
者
雇
用
推
進
の
専
属
担
当
者
１
人
を
配
置

す
る
。
専
属
担
当
者
は
ま
ず
社
内
業
務
の
洗
い

出
し
を
行
い
、
職
場
の
管
理
職
と
協
議
し
な
が

ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
票
を
出
し
、
面
接
や

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
経
て
採
用
し
て
い
く
こ
と

に
し
た
と
い
う
。

　

最
初
に
つ
く
り
出
し
た
の
は
清
掃
業
務
だ
。

そ
れ
ま
で
外
部
業
者
に
依
頼
し
て
い
た
本
社
建

納
付
金
発
生
を
機
に

物
内
の
ト
イ
レ
や
廊
下
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
床

な
ど
の
清
掃
を
社
内
業
務
に
切
り
替
え
た
。

　

実
際
に
求
職
者
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
行
う

と
き
に
は
、
専
属
担
当
者
も
一
緒
に
作
業
を
し

な
が
ら
、
業
務
内
容
が
本
人
に
マ
ッ
チ
す
る
か

を
見
き
わ
め
、
各
作
業
に
か
か
る
時
間
な
ど
を

確
認
し
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

あ
わ
せ
て
１
日
の
作
業
の
流
れ
を
「
業
務
予
定

表
」
と
し
て
作
成
し
、
想
定
時
間
内
に
必
要
な

作
業
が
完
了
で
き
る
よ
う
訓
練
を
重
ね
て
い
っ

た
そ
う
だ
。こ
の
際
、必
要
に
応
じ
て
当
機
構（
Ｊ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
の
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
や
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
支
援
を
受
け
、仕
事
内
容
や
清
掃
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
清
掃
作
業
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

本
人
が
１
人
で
作
業
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

て
も
ら
っ
た
。
同
時
に
職
場
側
も
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
業
務
の
定
着
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　

現
在
、
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
の
障

が
い
者
雇
用
推
進
を
担
当
し
て
い
る
の
は
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
統
括
部
人
事
企
画
課

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
宮み
や

崎ざ
き

と
し
み
さ
ん
だ
。

グ
ル
ー
プ
各
社
の
採
用
か
ら
定
着
、
相
談
窓
口
、

支
援
機
関
と
の
連
携
な
ど
を
一
手
に
引
き
受
け

て
い
る
。

　

清
掃
業
務
に
つ
い
て
は
、
重
度
の
知
的
障
が

い
の
あ
る
２
人
と
、
外
部
の
作
業
員
を
加
え
た

計
３
人
で
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
試
行
錯

特性や事情にあわせ、
柔軟な配慮と支援で安定就労

― 北陸コカ・コーラボトリング株式会社（富山県）、 
株式会社べネフレックス能登営業所（石川県）―

飲料水の製造販売を展開する会社では、グループ各社で直接雇用しながら、
従業員一人ひとりにあわせた職場環境づくりを図ってきた。

トップダウンで障がい者雇用の専属担当者を置き、内製化や調整を図る1
一人ひとりの特性や置かれた状況にあわせた、柔軟で細やかな配慮2
労務の専門知識も活かした、だれもが働きやすい制度や職場づくり3

POINT

★�本誌では通常「障害」と表記しますが、北陸コカ・コーラボトリング株式会社様のご意向により「障がい」としています
※1�「障害者雇用納付金制度」については、JEEDホームページをご覧ください。https://www.jeed.go.jp/disability/about_levy_grant_system.html

北陸コカ・コーラボトリング株式会社
コーポレートプランニング統括部
人事企画課エキスパートの

本郷一利さん
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誤
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
最
初
の
支
援
が
順
調
に

い
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
万
事
う
ま
く
定
着
で

き
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
宮
崎
さ
ん

は
「
し
ば
ら
く
経
つ
と
、
自
己
流
の
清
掃
内
容

に
な
っ
た
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
清
掃
で

き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と

き
に
は
現
場
か
ら
清
掃
が
で
き
て
い
な
い
と
ク

レ
ー
ム
が
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
同

僚
と
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と

明
か
し
て
く
れ
た
。

　

課
題
が
確
認
さ
れ
た
際
、
通
常
は
総
務
課
の

支
援
担
当
者
や
宮
崎
さ
ん
が
指
導
や
対
応
を
し

て
い
る
が
、
大
き
な
業
務
内
容
の
変
更
や
改
善

策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
あ

ら
た
め
て
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
相
談
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
清
掃
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
清
掃
場
所
ご
と
に
用
意
し
た

り
、
日
報
の
書
式
を
工
夫
し
て
自
己
チ
ェ
ッ
ク

し
た
り
し
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

清
掃
業
務
は
日
ご
ろ
は
単
独
作
業
が
多
い
が
、

自
己
の
業
務
の
ふ
り
返
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
円
滑
化
の
た
め
、
総
務
課
の
支
援
担

当
者
が
週
１
回
の
面
談
を
も
う
け
て
い
る
。「
労

働
安
全
に
関
す
る
話
を
は
じ
め
、
社
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
案
内
事
項
も
共
有
し
な
が
ら
、
会
社
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
仲
間
意
識
も
持
て
る
よ
う

う
な
が
し
て
い
ま
す
」（
宮
崎
さ
ん
）

　

本
社
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
砺と

波な
み

工
場
。
こ
こ
の

品
質
管
理
課
で
は
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
女
性

が
働
い
て
い
る
。
試
験
室
で
の
洗
い
物
や
廃
棄

物
の
分
別
、
共
有
場
所
の
清
掃
な
ど
を
担
当
し

て
い
る
と
い
う
。

　

本
人
の
特
性
な
ど
か
ら
、「
新
し
い
環
境
や

仕
事
の
導
入
は
慎
重
に
し
て
、
基
本
的
に
定
型

業
務
と
す
る
」、「
一
緒
に
働
く
メ
ン
バ
ー
を
固

定
化
し
、
日
々
の
変
化
を
極
力
少
な
く
す
る
」

と
い
っ
た
配
慮
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。
現
場
の

支
援
担
当
者
は
「
と
て
も
ま
じ
め
に
働
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」
と
し
た
う
え
で
、「
夏
場
な

ど
は
疲
れ
が
た
ま
り
や
す
く
、
以
前
の
作
業
場

所
が
暑
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
た
め
、
空
調
の
効
い

た
場
所
で
の
仕
事
の
割
合
を
増
や
す
な
ど
、
工

夫
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

試
験
室
で
働
く
女
性
も

　

宮
崎
さ
ん
は
、「
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
や
障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
継
続
的

に
支
援
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、う
れ
し
い
こ
と
に
勤
続
10
年
に
な
る

従
業
員
も
い
ま
す
」
と
話
す
。そ
の
一
人
が
、

石
川
県
白は
く

山さ
ん

市
に
あ
る
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の

「
石
川
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」で
清

掃
業
務
を
担
当
し
て
い
る
50
代
男
性
の
Ｓ
さ
ん

だ
。精
神
障
が
い
が
あ
り
、そ
れ
ま
で
の
一
般
企

業
で
は
１
年
以
内
の
転
職
を
く
り
返
し
て
い
た

そ
う
だ
が
、就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
を
経

て
２
０
１
６
年
に
入
社
し
、10
年
目
を
迎
え
た
。

　

当
初
、
主
治
医
か
ら
「
危
険
や
責
任
を
と
も

な
う
作
業
は
避
け
る
」
な
ど
の
配
慮
事
項
が
伝

え
ら
れ
た
ほ
か
、
支
援
に
入
っ
た
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー
の
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
職

場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
か
ら
は
「
本

人
の
特
性
と
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
や
ノ
ル
マ
を
求

以
前
は
１
年
で
転
職
し
て
い
た
男
性

支援担当者との面談で、業務のふり返りや
コミュニケーションの円滑化を図る

（写真提供：北陸コカ・コーラボトリング株式会社）

コーポレートプランニング統括部
人事企画課シニアマネジャーの

宮崎としみさん
（写真提供：北陸コカ・コーラ

ボトリング株式会社）

清掃場所や作業内容がリスト化
された業務日報。作業開始、
終了時刻を記入する

（写真提供：北陸コカ・コーラ
ボトリング株式会社）

北陸コカ・コーラ砺波工場の
試験室での洗い物の様子

（写真提供：北陸コカ・コーラボト
リング株式会社）

石川マーケットサービス
センターで清掃業務にあたるSさん
（写真提供：北陸コカ・コーラボト

リング株式会社）
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め
ら
れ
る
作
業
で
は
焦
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の

で
、
落
ち
着
い
て
正
確
に
作
業
で
き
る
方
法
や

手
順
が
必
要
」、「
職
場
で
相
談
で
き
る
人
が
い

な
い
と
心
理
的
な
負
担
が
高
く
な
り
体
調
を
崩

し
や
す
い
の
で
、
職
場
内
の
相
談
体
制
を
調
整

す
る
」
と
い
っ
た
支
援
計
画
も
提
示
。
計
３
カ

月
ほ
ど
の
支
援
を
受
け
Ｓ
さ
ん
は
安
定
的
に
勤

務
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
職
場
側
で
は
、「
障
害
者
職
業
生
活

相
談
員
」（
※
2
）
資
格
認
定
講
習
を
受
け
た
北き

た

原は
ら

喜き

代よ

美み

さ
ん
が
、
Ｓ
さ
ん
の
支
援
担
当
者
と

し
て
仕
事
の
調
整
や
相
談
を
受
け
て
い
る
。
北

原
さ
ん
は
Ｓ
さ
ん
に
つ
い
て
「
と
て
も
ま
じ
め

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
一
生
懸

命
に
な
り
す
ぎ
て
、
焦
る
気
持
ち
を
抑
え
き
れ

ず
体
調
を
崩
し
や
す
い
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
様

子
を
見
て
体
調
管
理
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。

　

Ｓ
さ
ん
自
身
は
「
同
僚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
で
苦
労
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
清
掃
後
に
社
員
の
方
か
ら
『
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
感

謝
さ
れ
る
こ
と
が
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」
と
し
て
「
今
後
も
で
き
る
だ
け
長
く
勤

務
し
た
い
の
で
、
し
っ
か
り
健
康
管
理
も
し
た

い
で
す
」
と
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

　

本
社
の
事
業
管
理
部
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
も

長
年
、
細
や
か
な
配
慮
を
受
け
な
が
ら
働
い
て

い
る
従
業
員
が
い
る
。
Ｗ
さ
ん
は
、
入
社
前
か

ら
下
肢
障
が
い
が
あ
る
。
前
の
職
場
で
働
い
て

い
た
と
き
に
股
関
節
の
痛
み
が
悪
化
し
、
退
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
う
え
に
、
日
常
生
活
へ
も

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
当
時
は
あ
た
り
前
の
こ
と
だ
っ
た
働
く
こ

と
が
遠
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
も
う
一

度
社
会
と
つ
な
が
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ

た
で
す
」
と
い
う
Ｗ
さ
ん
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
職

業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
）で
職
業
訓
練
を
受
け
、再
就
職
を
目
ざ
す
。

そ
の
後
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
契
約
社
員
と

し
て
２
０
０
３
年
に
入
社
し
た
。

　

面
接
の
際
は
、
身
体
的
な
制
約
が
あ
る
と
し

て
「
30
分
以
上
の
歩
行
や
立
ち
仕
事
が
困
難
で

あ
る
」、「
階
段
の
上
り
下
り
に
強
い
痛
み
が
あ

る
た
め
、
で
き
る
か
ぎ
り
避
け
た
い
」
こ
と
な

ど
を
率
直
に
伝
え
た
そ
う
だ
。

細
や
か
な
配
慮
で
勤
続
22
年

　

こ
れ
を
受
け
職
場
側
は
、
通
勤
用
の
車
を
停

め
る
場
所
を
通
用
口
の
近
く
に
指
定
、エ
レ
ベ
ー

タ
を
優
先
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
歩
行
の
負

担
を
軽
減
し
た
。
Ｗ
さ
ん
は
「
通
用
口
に
は
手

す
り
が
設
置
さ
れ
、
よ
り
安
全
に
出
入
り
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
テ
レ
ワ
ー

ク
制
度
に
よ
る
在
宅
勤
務
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
体
調
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
働
け

る
環
境
に
な
っ
た
こ
と
は
、本
当
に
助
か
り
ま
す
」

と
い
う
。

　

Ｗ
さ
ん
が
働
き
始
め
た
こ
ろ
は
、
自
分
だ
け

配
慮
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
周
囲
の
温
か
い

フ
ォ
ロ
ー
に
励
ま
さ
れ
た
と
い
う
。「
業
務
以

外
で
も
重
い
も
の
を
運
ぶ
と
き
や
困
っ
た
場
面

で
声
を
か
け
て
助
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
働
け
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
瞬
間
が
、
こ

れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」（
Ｗ
さ
ん
）

　

２
０
１
３
年
に
股
関
節
の
手
術
を
受
け
た
が
、

そ
れ
で
も
走
っ
た
り
し
ゃ
が
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
階
段
も
一
歩
ず
つ
し
か
の
ぼ
れ
な

い
と
い
う
Ｗ
さ
ん
は
最
後
に
こ
う
語
る
。

　
「
股
関
節
の
障
が
い
と
い
っ
て
も
、
歩
け
る

距
離
や
痛
み
の
出
方
、
で
き
る
動
作
は
ほ
か
の

人
と
違
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
寄
り

添
っ
た
柔
軟
な
配
慮
と
対
応
を
し
て
く
れ
る
職

場
と
、
同
僚
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
支
え
が
な

か
っ
た
ら
、
こ
う
し
て
長
年
働
く
こ
と
は
で
き

石川マーケットサービスセンターで
Sさんの支援を担当する障害者職業
生活相談員の北原喜代美さん

（写真提供：北陸コカ・コーラボト
リング株式会社）

Ｗさんが働く事業管理部コールセンター
（写真提供：北陸コカ・コーラボトリング株式会社）
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な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

Ｗ
さ
ん
の
上
司
で
あ
る
五い
が
ら
し

十
嵐
学ま

な
ぶ

さ
ん
に
よ

る
と
、「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
は
、
電
話
対

応
や
シ
ス
テ
ム
操
作
な
ど
、
集
中
力
と
正
確
性

が
求
め
ら
れ
る
だ
け
に
、
余
計
な
負
担
は
か
か

ら
な
い
よ
う
、
職
場
内
も
座
席
の
配
置
や
動
線

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
本
人
の
ペ
ー
ス
を
尊
重

し
な
が
ら
、
無
理
な
く
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
段
階
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
の

こ
と
だ
。

　

一
方
、
職
場
全
体
へ
の
影
響
と
し
て
は
「
障

が
い
の
あ
る
方
と
働
く
こ
と
で
メ
ン
バ
ー
の
意

識
が
高
ま
り
、
互
い
に
支
え
あ
う
風
土
が
育
ま

れ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
チ
ー
ム
の
結
束

力
が
強
ま
り
、職
場
の
雰
囲
気
も
よ
り
よ
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

石
川
県
七な
な

尾お

市し

能の

登と

中な
か

島じ
ま

町ま
ち

に
あ
る
北
陸

コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
能
登
事
業
所
も
訪
問
し
た
。

同
じ
建
物
に
は
商
品
を
自
動
販
売
機
で
販
売
す

る
グ
ル
ー
プ
会
社「
株
式
会
社
ベ
ネ
フ
レ
ッ
ク
ス
」

（
以
下
、「
ベ
ネ
フ
レ
ッ
ク
ス
」）
の
能
登
営
業

所
も
入
っ
て
い
る
。

　

能
登
事
業
所
の
建
物
は
２
０
２
４
年
１
月
の

能
登
半
島
地
震
、
同
年
９
月
の
能
登
半
島
豪
雨

に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
奥
能
登
地
域

透
析
や
移
植
手
術
を
経
て

の
山
あ
い
に
あ
り
、
建
物
の
前
か
ら
先
に
続
く

山
越
え
道
路
が
取
材
の
前
日
に
通
行
禁
止
が
解

除
さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

ベ
ネ
フ
レ
ッ
ク
ス
の
営
業
企
画
部
企
画
管
理

課
の
課
長
を
務
め
る
川か
わ

場ば

博ひ
ろ

記き

さ
ん
に
よ
る
と

「
地
震
か
ら
数
日
後
に
は
電
気
が
復
旧
し
営
業

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
水
道
は
２
カ
月
ほ
ど
使

え
ず
、
ト
イ
レ
用
に
敷
地
内
の
井
戸
水
を
汲
ん

で
使
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
も
仮
設
住
宅
で
暮

ら
す
部
下
も
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
働
き
な
が
ら
病
気
を
乗
り
越
え
て

き
た
男
性
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
地
元

育
ち
の
岩い
わ

尾お

良り
ょ
う

静せ
い

さ
ん
（
42
歳
）
は
、
２
０
１

１
年
に
正
社
員
と
し
て
入
社
後
、
専
用
車
で
各

地
を
回
り
な
が
ら
自
動
販
売
機
に
商
品
を
補
充

す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
翌
年
、

腎
不
全
を
患
っ
て
し
ま
う
。
週
３
回
各
４
時
間

の
透
析
が
必
要
だ
っ
た
岩
尾
さ
ん
だ
が
、
仕
事

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
上
司
に
相
談
し
、
柔
軟
な
働
き
方
に
な
る

よ
う
配
慮
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
透
析
の
あ
る

日
は
、
少
し
早
め
に
出
勤
す
る
な
ど
し
て
時
間

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

そ
の
後
１
年
弱
で
、
母
親
か
ら
移
植
を
受
け

る
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
２
カ
月
間
休
職

し
た
岩
尾
さ
ん
。
復
職
後
、
上
司
か
ら
「
１
人

で
回
る
の
は
ま
だ
厳
し
い
だ
ろ
う
か
ら
」
と
い
っ

て
も
ら
い
、
負
担
の
少
な
い
自
動
販
売
機
の
設

置
作
業
の
補
助
な
ど
に
従
事
し
た
。
そ
の
後
、

体
力
の
回
復
に
あ
わ
せ
て
商
品
補
充
業
務
に
戻

る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
。

　

い
ま
は
２
カ
月
に
１
回
通
院
を
し
て
い
る
と

い
う
岩
尾
さ
ん
は「
術
後
は
多
少
疲
れ
や
す
く

は
な
り
ま
し
た
が
、勤
務
中
は
１
人
で
回
っ
て
い

る
の
で
、休
憩
時
間
の
配
分
も
自
分
で
調
整
し

て
い
ま
す
。結
果
と
し
て
業
務
量
も
以
前
と
変

わ
ら
ず
こ
な
せ
て
い
る
の
で
、今
後
も
無
理
な
く

続
け
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
」と
笑
顔
で
語
る
。

　

こ
の
日
岩
尾
さ
ん
が
回
っ
て
い
た
の
は
、
商

店
な
ど
の
少
な
い
住
宅
地
域
。
岩
尾
さ
ん
が
補

充
作
業
を
終
え
る
の
を
待
っ
て
い
た
近
所
の
高

齢
者
が
、「
こ
こ
に
自
販
機
が
あ
っ
て
助
か
る
よ
」

事業管理部コールセンターで
Ｗさんの上司の五十嵐学さん

（写真提供：北陸コカ・コーラボト
リング株式会社）

ベネフレックス営業企画部
企画管理課課長の川場博記さん

株式会社ベネフレックス能登営業所が入る北陸コカ・コーラ能登事業所
（写真提供：北陸コカ・コーラボトリング株式会社）

ベネフレックス能登営業所で
働く岩尾良静さん
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と
い
い
な
が
ら
飲
み
物
を
買
っ
て
い
た
。

　

ま
た
ベ
ネ
フ
レ
ッ
ク
ス
で
は
、
自
動
販
売
機

脇
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ご
み
箱
の
空
き
缶
回
収

も
行
っ
て
い
る
が
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
従
業

員
３
人
の
う
ち
２
人
が
回
収
作
業
、
も
う
１
人

が
分
別
作
業
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
。
川

場
さ
ん
に
よ
る
と
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
経
由
の
求

人
で
、
普
通
免
許
が
あ
る
こ
と
を
条
件
に
採
用

し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
で
は
ペ
ア
で

回
っ
て
も
ら
い
、
順
調
に
い
け
ば
１
人
で
回
っ

て
も
ら
い
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。

　

毎
日
、
回
収
場
所
は
変
わ
る
が
、
な
る
べ
く

運
転
距
離
が
少
な
く
て
す
む
よ
う
、
回
収
地
点

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
工
夫
し
て
い
る
。「
最
近

は
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
１
カ
所

で
た
く
さ
ん
回
収
す
る
地
点
も
あ
り
、
彼
ら
は

大
事
な
戦
力
で
す
」
と
川
場
さ
ん
は
い
う
。

　

北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
は
２
０
１
０
年
、
三
つ

の
子
会
社
を
含
め
て
「
企
業
グ
ル
ー
プ
算
定
特

例
」（
※
3
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。「
当
時
は

県
内
で
こ
の
制
度
の
認
定
を
受
け
て
い
る
事
例

が
な
く
、
富
山
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
方

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
、
国
か
ら

認
定
さ
れ
た
と
き
は
達
成
感
も
あ
り
ま
し
た
」

と
宮
崎
さ
ん
。

だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
職
場
に

　

特
例
子
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
な
く
、グ
ル
ー

プ
会
社
全
体
で
障
が
い
者
雇
用
を
進
め
る
方
針

の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
会
社
そ
れ
ぞ
れ
が
法
定
雇

用
率
達
成
を
目
ざ
し
て
い
る
と
い
う
。
宮
崎
さ
ん

は
「
本
社
の
人
事
企
画
課
に
も
採
用
な
ど
の
相

談
が
よ
く
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
会
社
全
体
に
、
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
の

理
解
が
浸
透
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

と
手
応
え
を
語
る
。

　

こ
れ
ま
で
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
従
業
員
が
い
る
職
場
に
は
、も
れ

な
く
「
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
資
格
認
定
講

習
」の
受
講
も
う
な
が
し
て
き
た
。現
在
グ
ル
ー

プ
全
体
で
10
人
、本
社
内
だ
け
で
５
人
の
同
相

談
員
が
い
る
。宮
崎
さ
ん
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
障

が
い
の
特
性
を
理
解
し
、仕
事
内
容
の
決
定
や

変
更
、働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
工
夫
を
し
な
が
ら
、当
事
者
の
体
調
の
変
化

に
気
づ
き
早
期
に
対
応
で
き
る
、相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　

宮
崎
さ
ん
は
、
人
事
部
門
に
異
動
し
て
か
ら

社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
も
取
得
し
て
お
り
、

労
務
管
理
に
関
す
る
専
門
知
識
を
活
か
し
つ
つ
、

他
企
業
の
好
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
き
た
。

　

多
様
な
働
き
方
の
支
援
と
し
て
子
育
て
や
介

護
、
病
気
療
養
と
の
両
立
支
援
を
は
じ
め
、
部

署
に
よ
っ
て
異
な
る
繁
忙
期
を
ふ
ま
え
た
変
形

労
働
時
間
制
、
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
制
度
、

半
日
単
位
の
有
給
休
暇
制
度
な
ど
を
積
極
的
に

導
入
し
、
従
業
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
内
容

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
特
に
在
宅
勤
務
が
可

能
な
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
か
ら

導
入
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
る
人
も
柔
軟
に
働
き
や

す
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業
員

に
つ
い
て
新
た
に
評
価
制
度
を
導
入
し
た
。
宮

崎
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
正
社
員
で
使
っ
て
い
た

評
価
基
準
表
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
年
に
１
度
、
職

場
の
管
理
者
が
評
価
し
て
い
ま
す
。
評
価
が
上

が
れ
ば
次
年
度
の
賃
金
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
の

で
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　

北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
通
し
た
採
用
活
動
が
中
心
だ
が
、
本
郷
さ
ん

は
「
今
後
は
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
か
ら
職
場

見
学
や
職
場
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
考

え
て
い
ま
す
」
と
意
欲
的
に
語
っ
て
く
れ
た
。

以
前
、
県
内
の
学
校
の
教
員
ら
が
研
修
の
一
環

と
し
て
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
見
学
に
訪
れ
た

際
に
、
あ
る
特
別
支
援
学
校
の
先
生
と
意
見
交

換
す
る
機
会
が
あ
り
、
本
郷
さ
ん
た
ち
も
「
職

場
見
学
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
か
」
と
受
入
れ
体

制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
そ
う
だ
。

専用車から自動販売機に補充する商品を取り出す岩尾さん
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クローズクローズ
アップアップ 　障害のある人をはじめて雇用する企業にとって、雇用そのものの実現は大き

な一歩です。しかし、障害のある人が「継続して安心して働き続けられる」職
場づくりこそが、雇用の真の成功につながることはいうまでもありません。
　そこで第４回は、「職場定着のための人材育成とキャリア形成支援」をテーマ
に、その基本となる考え方や方法、社内研修、人事評価と育成、能力開発、雇
用形態とキャリアの観点から、大阪障害者職業センター障害者雇用支援ネット
ワークコーディネーターの伊

い

集
じゅう

院
いん

貴
たか

子
こ

さんに解説していただきます。

はじめての障害者雇用はじめての障害者雇用
�� 〜職場定着のための取組み〜〜職場定着のための取組み〜

職場定着のための人材育成とキャリア形成支援職場定着のための人材育成とキャリア形成支援第４回第４回

は
じ
め
に
～
障
害
の
あ
る
社
員
の

人
材
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
考
え
方

　

企
業
の
発
展
や
成
長
に
と
っ
て
社
員
の
人

材
育
成
は
不
可
欠
で
す
。ま
た
、社
員
に
と
っ

て
も
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
企
業

か
ら
期
待
さ
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境

が
あ
る
こ
と
で
働
き
が
い
を
感
じ
、
企
業
に

貢
献
で
き
て
い
る
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
障
害
の
あ
る
社
員
の
希
望

や
障
害
特
性
等
に
配
慮
し
た
育
成
や
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
た
め
に
支
援
を
行
う
こ
と
は
重
要

で
す
。

　

人
材
育
成
の
制
度
や
方
法
（
研
修
制
度
、

人
事
評
価
制
度
、
資
格
取
得
推
奨
制
度
等
）

は
企
業
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
障
害

の
あ
る
社
員
の
場
合
も
ほ
か
の
社
員
と
同
様

に
対
応
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
そ
の
う
え

で
可
能
な
範
囲
で
障
害
特
性
等
に
配
慮
し
、

研
修
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
個
々
の
社
員

の
価
値
観
や
希
望
、
環
境
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
職
業
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る

考
え
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。人
材
育
成
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
に
つ
い
て
は
、
社
員
が
制
度

や
将
来
像
に
つ
い
て
理
解
し
た
う
え
で
主
体

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

障
害
の
あ
る
社
員
に
対
す
る

社
内
で
の
研
修

　

障
害
の
あ
る
社
員
の
職
業
能
力
の
向
上
の

た
め
に
、
研
修
の
実
施
は
不
可
欠
で
す
。
次

の
よ
う
な
方
法
で
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
（
業
務
を
通
じ
て
上
司
等
か
ら

教
育
訓
練
を
受
け
る
実
地
研
修
）

　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
は
実
際
の
業
務
で
取
り
扱
う

も
の
や
場
面
を
通
し
て
、
体
験
し
な
が
ら
行

わ
れ
る
た
め
、
業
務
習
得
を
す
る
う
え
で
効

果
的
で
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
簡
潔
な

説
明
と
習
得
状
況
の
確
認
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
知
的
障
害
、
精
神

障
害
、
発
達
障
害
の
あ
る
社
員
に
つ
い
て
は
、

視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
写

真
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
取
り
入
れ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
準
備
が
あ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
指

示
者
に
よ
る
見
本
の
提
示
と
説
明
、
障
害
の

あ
る
社
員
が
や
っ
て
み
て
、
で
き
て
い
る
と

こ
ろ
を
ほ
め
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
企
業
に
よ
っ
て
は
、
障
害
の
あ
る
社

員
に
社
内
で
の
休
憩
時
間
の
過
ご
し
方
、
有

給
休
暇
の
取
り
方
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
企
業

の
文
化
や
手
続
き
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
先

輩
社
員
を
、
一
定
期
間
配
置
す
る
こ
と
で
安

心
し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｆ
Ｆ

－

Ｊ
Ｔ
研
修
（
実
務
を
離
れ
、
座
学

や
演
習
を
通
し
た
集
合
研
修
）

　

障
害
の
あ
る
社
員
に
対
し
て
集
合
研
修
は

負
担
感
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る

声
も
あ
り
ま
す
が
、障
害
や
障
害
特
性
に
応

じ
た
配
慮
は
し
つ
つ
、研
修
を
受
講
し
て
も

ら
う
こ
と
は
重
要
で
す
。車
い
す
使
用
者
、発

達
障
害
の
あ
る
社
員
へ
の
物
理
的
な
環
境
調

整
、視
覚
障
害
、聴
覚
障
害
の
あ
る
社
員
へ
の

情
報
保
障
、知
的
障
害
の
あ
る
社
員
向
け
の

わ
か
り
や
す
い
教
材
の
準
備
、研
修
内
容
に

よ
っ
て
は
個
別
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
人
員
の
配

置
等
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。企

業
に
と
っ
て
は
人
材
育
成
に
つ
な
が
り
、障

害
の
あ
る
社
員
に
と
っ
て
は
企
業
の
一
員
で

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

人
事
評
価
と
育
成

　

障
害
の
あ
る
社
員
に
対
し
て
も
人
事
評
価

は
企
業
の
方
針
や
目
標
を
明
示
し
、
評
価
を

通
じ
て
社
員
個
々
の
強
み
や
課
題
を
把
握
し
、

人
材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
重
要
で

す
。
ま
た
、
人
事
評
価
の
結
果
を
本
人
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
今
後
の
成
長
に
つ
な

げ
る
こ
と
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
不
可
欠
で
す
。

　

一
方
で
人
事
評
価
制
度
自
体
を
ほ
か
の
社

員
と
同
様
に
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、

障
害
の
あ
る
社
員
の
障
害
種
別
や
個
々
の
特
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支
援
と
し
て
具
体
的
な
目
標
を
一
緒
に
考
え

る
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

必
要
で
す
。
そ
し
て
評
価
結
果
が
雇
用
継
続

や
担
当
職
務
の
拡
大
、
昇
給
や
昇
進
の
よ
う

に
実
感
で
き
る
も
の
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
や
向
上
の
た
め
に
も

重
要
で
す
。

能
力
開
発

　

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
の
障
害
者
雇
用

促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、
事
業
主
の
責
務
に
、

職
業
能
力
の
開
発
お
よ
び
向
上
に
関
す
る
措

置
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
職
業
訓
練

校
）
や
障
害
者
の
委
託
訓
練
を
に
な
う
施
設

で
は
在
職
者
を
対
象
と
し
た
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
目
的
と
し
た
職

業
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど
を
学
べ
ま

す
。
受
講
す
る
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
相

談
や
各
校
の
募
集
要
項
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

雇
用
形
態
と
キ
ャ
リ
ア
の
多
様
性
・

ロ
ー
ル
モ
デ
ル

　

障
害
の
あ
る
社
員
の
雇
用
形
態
は
正
社

員
、
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
社
員
等
と
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
企
業
の
な
か
に
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
一
定
年
数

以
上
勤
務
し
た
社
員
が
社
内
試
験
を
受
け
る

こ
と
な
ど
で
正
社
員
へ
の
登
用
制
度
を
設
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
正
社
員
に
登
用
さ
れ
た
人
が
い
る

こ
と
で
障
害
の
あ
る
社
員
が
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
の
可
能
性
を
理
解
し
、
勤
怠
な
ど
の
行
動

面
、
業
務
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
な
ど
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

雇
用
形
態
だ
け
で
な
く
、
担
当
職
域
の
拡
大

ま
た
は
職
位
が
上
が
る
こ
と
も
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
う

し
た
点
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
障
害
の

あ
る
社
員
の
職
場
定
着
に
つ
な
が
り
、
新
た

に
障
害
の
あ
る
社
員
を
募
集
す
る
際
に
企
業

の
強
み
に
も
な
り
ま
す
。

　

特
例
子
会
社
の
な
か
に
は
職
位
制
度
を
設

け
、
職
位
ご
と
の
役
割
を
具
体
的
に
記
載
し

た
も
の
を
社
員
に
明
示
し
、
給
与
制
度
に
つ

な
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
た

と
き
に
障
害
の
あ
る
社
員
に
と
っ
て
も
ロ
ー

ル
モ
デ
ル（
具
体
的
な
行
動
や
考
え
方
の「
見

本
」、「
規
範
」
と
な
る
人
物
）
の
存
在
は
重

要
で
す
。
正
社
員
登
用
、
短
時
間
勤
務
へ
の

変
更
な
ど
の
働
き
方
や
職
位
の
変
化
、
業
務

拡
大
、
異
動
な
ど
の
具
体
的
な
選
択
肢
が
明

示
さ
れ
、
多
様
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
存
在
が

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
社
員
が
目

ざ
す
キ
ャ
リ
ア
を
自
身
で
決
定
で
き
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

働
き
方
の
柔
軟
性

　

障
害
の
あ
る
社
員
の
な
か
に
は
障
害
の
状

況
や
長
期
勤
続
で
体
力
や
業
務
遂
行
面
で
の

課
題
が
顕
著
に
な
る
、ま
た
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
変
化
（
結
婚
、
介
護
等
）
に
よ
り
、
勤

務
時
間
の
短
縮
や
担
当
業
務
の
変
更
な
ど
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

場
合
に
も
個
別
に
配
慮
し
柔
軟
な
対
応
を
と

れ
る
よ
う
考
慮
す
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
企
業
に
よ
っ
て
は
多
様
で
柔
軟
な
働

き
方
（
短
時
間
勤
務
、
地
域
限
定
勤
務
、
在

宅
勤
務
等
）
を
可
能
に
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

障
害
の
あ
る
社
員
に
か
ぎ
ら
ず
全
社
員
の
職

場
定
着
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
制
度
や
運
用
を
明
文

化
し
、
社
内
周
知
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
と

思
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
社
員
だ
け
で
な
く
、

企
業
の
合
理
的
配
慮
と
し
て
必
要
な
社
員
に

公
平
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
社

員
が
安
心
し
て
働
き
や
す
い
職
場
の
実
現
に

つ
な
が
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

次
回
は
、「
支
援
機
関
と
の
連
携
と
支
援

制
度
の
活
用
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

障害のある方への職業訓練
　障害者職業能力開発校は国立13校、都道府県立６校の
計19校が設置されています。国立の障害者職業能力開発
校のうち、以下の２校はJEEDが運営しています。
・�国立職業リハビリテーションセンター�
（中央障害者職業能力開発校）
・�国立吉備高原職業リハビリテーションセンター�
（吉備高原職業能力開発校）
　障害のある方を対象とした職業訓練は厚生
労働省のサイトでも紹介されています。

参考！
性
に
応
じ
て
具
体
的
な
数
値
や
行
動
を
目
標

に
設
定
す
る
こ
と
で
、
ふ
り
返
り
や
す
く
上

司
と
の
人
事
面
談
に
お
い
て
も
齟
齬
な
く
進

め
て
い
き
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば

知
的
障
害
の
あ
る
社
員
に
毎
月
、
具
体
的
な

人
事
目
標
を
確
認
し
、
目
標
を
意
識
す
る
こ

と
で
、
達
成
に
向
け
た
行
動
に
つ
な
が
り
や

す
く
な
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

評
価
の
際
に
は
目
標
設
定
の
意
味
を
明
確

に
伝
え
、
達
成
に
向
け
た
意
識
や
具
体
的
な

行
動
に
つ
な
ぎ
、
評
価
結
果
を
伝
え
た
う
え

で
、
次
の
目
標
を
設
定
し
、
成
長
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
評
定
者
と
障
害
の
あ

る
社
員
と
の
面
談
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

出典（参考文献）
１）「はじめての障害者雇用～事業主のためのQ＆A～」JEED, 2023

https://www.jeed.go.jp/disability/data/handbook/q2k4vk000003kesx.html
２）齊藤朋実、伊集院貴子、越後和子　第32回職業リハビリテーション研究・実践発表会発表論文集　JEED, 2024, P.202-203

出典（参考文献）
１ �「はじめての障害者雇用～事業主のためのＱ＆Ａ～」JEED, 2023　https://www.jeed.go.jp/disability/data/handbook/q2k4vk000003kesx.html
２ �齊藤朋実、伊集院貴子、越後和子第32回職業リハビリテーション研究・実践発表会発表論文集　JEED, 2024, pp.202-203
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J E E D   インフォメーション
〜高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ〜

・�画面読上げソフト（PC-Talker、JAWS）、画面拡大ソフト、文字
認識（OCR）ソフトなどの貸出しを行っています。
・�なかでも、高知システム開発製のソフト（PC-Talkerなど）はソフ
ト単体での貸出しも可能です。

●拡大読書器

≪機器を使った方の声≫
デスクワーク中、近くの騒音が気になって集中
力が途切れたとき、騒音がほぼすべてカットで
きたので快適に使えました。

●ノイズキャンセラー

●デジタル補聴システム

　当機構（JEED）の『就労支援機器貸出・相談窓口』では、障害者を雇用している、または雇用し

ようとしている事業主に 無料 で 就労支援機器の貸出し を行っています。
　「就労支援機器」とは障害者の就労を容易にするための機器のことで、例えば視覚障害者を対象とし
た画面読上げソフト、拡大読書器や、聴覚障害者を対象としたデジタル補聴システム等があります。
　それらのなかでも、最近は「感覚過敏に対応する機器」の貸出しが増えています。

〒130-0022　東京都墨田区江東橋2-19-12　ハローワーク墨田5階
TEL：03-5638-2792　E-mail：kiki@jeed.go.jp

就労支援機器貸出・相談窓口

就労支援機器アドバイザーが、就労支援機器の紹介や活用方法に関する相談を行っています。
機器の展示コーナーも設けていますので、実際に手に取って試していただくこともできます。

お問合せ先

据置型、携帯型、ポータブル型など各
種取りそろえています。
見え方、作業環境、見る対象物などの
条件に合わせて選択できます。

●パソコン支援ソフト

視覚を補助する機器 聴覚を補助する機器

感覚過敏に対応する機器
（聴覚的・視覚的な刺激を低減させることで周囲の状況に影響されずに集中して就労できる環境を整えます）

補聴器や人工内耳に送信機（マイ
ク）が拾った音を直接届けることが
できるシステムです。職場では、会
議や打合せの場面でとても有効に
活用できます。音声認識アプリとの
併用も検討できます。またリモート
会議のパソコンなどAV機器への接
続も可能です。

就労支援機器および貸出制度に
ついては、JEEDホームページ
で詳しくご紹介しています

https://www.kiki.jeed.go.jp

就労支援機器のページ 検索

就労支援機器をご活用ください！
障害者雇用を進める事業主のみなさまへ

● �貸出対象となる事業主�
障害者を雇用している、または雇用しようとしている事業主　※国、地方公共団体、独立行政法人などは対象外です

● �貸出期間�
原則、6カ月以内（必要に応じて1回かぎり延長が可能。最長1年間の貸出し）

就労支援機器貸出制度について

●イヤーマフ ●パーテーション

≪機器を使った方の声≫
・�大きな音が出るシュレッダー作業のとき、楽
になりました。
・�周りの人の声が気になっていたが、だいぶ気
にならなくなりました。

≪機器を使った方の声≫
周辺の見えるものがすべて気になって集中でき
なかったが、落ち着いて仕事ができるようにな
りました。

電子的に周囲のノ
イズを聞こえにく
くします。人の声
はノイズではない
ので聞こえます。

周りのすべての音を物理的
に遮音します。

ぜひ一度お試しください‼

働く広場  2025.12 12



　当機構（JEED）ホームページでご覧いただけます。また、ダウンロードにより
全文もしくは必要箇所の印刷等をすることも可能です。ぜひご活用ください！
https://www.jeed.go.jp/disability/data/handbook/index.html

障害者雇用のためのマニュアル・好事例集などのご案内

障害者 マニュアル 検索

紹介ページはこちら

お問合せ先

　障害者雇用を進めるにあたって直面する
職務の選定や労働条件の検討、職場環境の
整備などに不安や悩みを抱える企業の方に
向けて、具体的な方策や関連情報をＱ＆Ａ
形式で解説しています。

はじめての障害者雇用
～事業主のためのＱ＆Ａ～

　障害者の雇用管理や雇用形態、職場環境、職域開発な
どについて、事業所が創意工夫を重ねて実践している取
組みをテーマ別に紹介しています。

障害者雇用職場改善好事例集

　障害者雇用を積極的に進めている企業の取組みや雇用
管理などに関するさまざまなノウハウを動画でわかりや
すく解説。DVDを無料で貸し出しています。

TEL：043-297-9513　FAX：043-297-9547　
E-mail：tkkoka@jeed.go.jp障害者雇用開発推進部 雇用開発課

障害者の雇用ノウハウに関する
動画・DVD

障害者雇用マニュアル コミック版
　障害者雇用に関する問
題点の解消のためのノウ
ハウや具体的な雇用事例
を、障害種別ごとにコミッ
ク形式で紹介しています。

　障害別に順次発行する新シリーズ「障害者雇用
支援マニュアル」の第1弾。聴覚障害の特性や雇
用管理に関するノウハウをコミックを交えてわか
りやすく解説し、職場で役立つ手話については動
画リンクを通じて紹介しています。

聴覚障害者の雇用支援マニュアル
～きこえない・きこえにくい人が
働きやすい職場に～

事例から知りたい方へ 動画で知りたい方へ 

基本から知りたい方へ

NEW

働く広場  2025.1213



J E E D   インフォメーション

お問合せ先
TEL：043-213-6215　E-mail：hmerumaga@jeed.go.jp企画部 情報公開広報課

JEEDメールマガジン
新 規 登 録 者 募 集 中 ！!

　当機構（JEED）では、JEEDが全国で実施する高齢者雇用や障害者の雇用支援、従業員の人材育成（職業能
力開発）などの情報を、メールマガジンにて毎月月末に配信しています。

◇毎号特集を組んで業務内容を紹介
◆JEEDの制度やサービス内容がよくわかる
◇マイエリア情報で地元情報をチェック！
◆セミナーやイベント情報が満載

お　も　な　特　徴

雇用管理や人材育成の「いま」「これから」を考える、
� 人事労務担当者や就労支援担当者のみなさま、必読！
障害のある従業員の新規・継続雇用…

登録
無料

定年延長・廃止に
再雇用…

そのお悩みのヒントが
見つかります！！

技能開発・向上の手段…

登録方法

JEED　メルマガ 検索で または から！

働く広場  2025.12 14



写真・文：官野 貴写真・文：官野 貴

だれもが働きやすい だれもが働きやすい 
職場で働く職場で働く
秋田協同印刷株式会社（秋田県）秋田協同印刷株式会社（秋田県）

秋田協同印刷株式会社
〒010-0976　秋田県秋田市八

や
橋
ばせ

南
みなみ

2-10-34
TEL 018-823-7477（代表）　FAX 018-824-2864

取材先データ
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加工を終えたカレンダーをさばきながら、ミシン目の位置を確認する ミシン目が正しい位置になるように微調整を行う

折り機に加工用の印刷物をセットする三浦寛之さん

小型カレンダーにミシン目加工を行う三浦朋子さん

冊子状になった印刷物を折り機から取り出す

折り機では、大判の印刷物が折り込まれ、冊子状へと加工される

　
秋
田
協
同
印
刷
株
式
会
社
（
以
下
、「
秋
田
協
同
印
刷
」）
で
は
、
印

刷
業
で
つ
ち
か
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
従
来
の
Ｄ
Ｔ
Ｐ
や
印
刷
、

製
本
業
務
を
は
じ
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
電
子
書
籍
の
デ
ー
タ
制
作
な

ど
の
業
務
を
展
開
。
同
社
の
製
本
工
程
で
は
、
障
害
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン

従
業
員
２
人
と
入
社
７
年
目
の
若
手
従
業
員
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
こ
の
日
、
ミ
シ
ン
目
加
工
機
で
カ
レ
ン
ダ
ー
に
切
り
離
し
用
の
ミ

シ
ン
目
を
入
れ
る
作
業
を
行
っ
て
い
た
三み

浦う
ら

朋と
も

子こ

さ
ん
（
67
歳
）
は
、

勤
続
39
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
聴
覚
障
害
が
あ
る
。
三
浦
さ
ん
は
、
印
刷

し
た
用
紙
を
ま
と
め
る
作
業
で
あ
る
「
丁ち

ょ
う

合あ
い

」
や
穴
あ
け
作
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
本
工
程
を
幅
広
く
担
当
し
て
い
る
。「
こ
こ
は
働
き
や

す
い
職
場
で
す
。
体
に
気
を
つ
け
て
、
70
歳
ま
で
働
き
続
け
た
い
で
す
」

と
話
す
。

　
三み

浦う
ら

寛ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
（
55
歳
）
も
聴
覚
障
害
の
あ
る
、
勤
続
35
年
の
ベ
テ

ラ
ン
従
業
員
だ
。
折
り
機
の
オ
ペ
レ
ー
ト
を
担
当
し
て
お
り
、
折
り
機

に
大
判
の
印
刷
物
を
セ
ッ
ト
し
、
き
ち
ん
と
一
枚
ず
つ
送
り
込
ま
れ
る

よ
う
に
調
整
を
加
え
る
。「
秋
田
協
同
印
刷
は
、障
害
へ
の
理
解
が
あ
り
、

と
て
も
働
き
や
す
い
職
場
で
す
。
楽
し
く
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

　
若
手
従
業
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
倉く

ら

田た

響き
ょ
う

馬ま

さ
ん
（
24
歳
）。

倉
田
さ
ん
は
、
特
別
支
援
学
校
在
学
中
の
実
習
を
経
て
、
同
社
に
入
社
。

現
在
は
、
中な

か

綴と

じ
ラ
イ
ン
で
補
助
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。
補
助
業
務

は
、
複
数
の
作
業
を
並
行
し
て
行
う
た
め
、
全
体
的
な
流
れ
を
見
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
と
「
さ
ら
に
経
験
を
積
み
、
知
識
を

身
に
つ
け
て
、
中
綴
じ
機
の
主
担
当
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
教
え

て
く
れ
た
。

　
同
社
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
お
り
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
に
「
も

に
す
認
定
制
度
」（
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
優
良
な
中
小
事
業
主
に
対

す
る
認
定
制
度
）
の
認
定
を
受
け
た
。
今
後
も
職
場
体
験
や
実
習
な
ど

を
通
し
て
、
障
害
者
雇
用
に
貢
献
し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

働く広場  2025.12 16



加工を終えたカレンダーをさばきながら、ミシン目の位置を確認する

冊子状になった印刷物を次の工程へ引き継ぐ

印刷物が一枚ずつ折り機に送り込まれるように調整を加える 折り機に加工用の印刷物をセットする三浦寛之さん

小型カレンダーにミシン目加工を行う三浦朋子さん

冊子状になった印刷物を折り機から取り出す

冊子状の印刷物を整えてまとめる

折り機では、大判の印刷物が折り込まれ、冊子状へと加工される

働く広場  2025.1217



中綴じ製本機で断裁された切れ端をまとめ、
フレキシブルコンテナバッグへと詰める

折り工程を終えた印刷物を運ぶ倉田響馬さん

補助業務は、複数の作業を並行して行う。
中綴じ製本が終わった印刷物をパレットに積み込む

傷や汚れをチェックし、中綴じ製本機の紙掛け装置にセットする

倉田さんは印刷物を紙掛け装置にセットする際、ていねいな作業を心がけているという

働く広場  2025.12 18



Ｉ
Ｔ
が
切
り
開
く
、

視
覚
障
害
者
の
新
し
い
可
能
性

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

「
道
具
」を
見
つ
け
る

「
道
具
」を
見
つ
け
る

　

第
２
回
の
Ａ
さ
ん
は
既
存
の
ツ
ー
ル
を
使
い

こ
な
す
こ
と
で
道
を
開
い
た
。
今
回
の
Ｂ
さ
ん

は
、
自
分
に
合
っ
た
新
し
い
ツ
ー
ル
を
見
つ
け

る
こ
と
で
可
能
性
を
広
げ
た
。
大
切
な
の
は
、

そ
の
人
の
目
標
や
特
性
に
応
じ
て
、
最
適
な
方

法
を
選
ぶ
こ
と
だ
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、
適
切
な
技
術
が
あ
れ
ば
、

創
造
的
な
仕
事
は
十
分
に
可
能
。
Ｂ
さ
ん
の
事

例
は
、
そ
の
こ
と
を
力
強
く
証
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
優
れ
た
技
術
を
持
っ
て

い
て
も
、
社
会
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
そ
の
も

の
が
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
で
な
け
れ
ば
、
新
た
な
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
。
次
回
は
、
墨
字
の
書

類
と
い
う
壁
に
直
面
し
た
夫
婦
が
、
Ａ
Ｉ
技
術

を
使
っ
て
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
た
実
話
を
紹
介

す
る
。
技
術
の
進
化
は
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
扉

を
開
き
続
け
て
い
る
。

　

前
回
は
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
事
務

職
へ
の
転
職
を
実
現
し
た
Ａ
さ
ん
の
事
例
を
紹

介
し
た
。
今
回
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
最

新
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
教
育
現
場
に
新

風
を
吹
き
込
ん
で
い
る
全
盲
の
教
師
の
物
語
を

お
伝
え
し
た
い
。

教
え
た
い
情
熱
と

教
え
た
い
情
熱
と

「
見
た
目
」と
い
う
壁

「
見
た
目
」と
い
う
壁

　

Ｂ
さ
ん
は
30
代
の
男
性
教
師
。
高
校
時
代
に

失
明
し
た
が
、
教
員
免
許
を
取
得
し
、「
子
ど

も
た
ち
に
教
え
た
い
」と
い
う
夢
を
諦
め
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
現
実
は
厳
し
か
っ
た
。

　
「
授
業
の
内
容
は
頭
の
中
に
あ
る
ん
で
す
。

で
も
、
そ
れ
を
生
徒
が
見
や
す
い
プ
リ
ン
ト
や

ス
ラ
イ
ド
に
す
る
方
法
が
わ
か
ら
な
く
て
…
」

　

初
め
て
相
談
を
受
け
た
と
き
、
Ｂ
さ
ん
の
声

に
は
悔
し
さ
が
に
じ
ん
で
い
た
。
全
盲
の
人
に

と
っ
て
、文
字
の
大
き
さ
や
配
置
、画
像
の
位
置

と
い
っ
た「
見
た
目
」の
調
整
は
、画
面
読
み
上

げ
ソ
フ
ト
だ
け
で
は
困
難
を
極
め
る
。
ま
る
で

目
隠
し
を
し
た
ま
ま
絵
を
描
く
よ
う
な
も
の
だ
。

文
章
の「
設
計
図
」を
描
く

文
章
の「
設
計
図
」を
描
く

新
し
い
方
法

新
し
い
方
法

　

そ
ん
な
Ｂ
さ
ん
に
、
私
は
「M

マ

ー

ク

ダ

ウ

ン

arkdow
n

」

と
い
う
方
法
を
提
案
し
た
。

　
「
こ
れ
は
見
出
し
」、「
こ
れ
は
箇
条
書
き
」

と
い
っ
た
指
示
を
、
簡
単
な
記
号
で
文
章
に
書

き
込
ん
で
い
く
。
例
え
ば
、
見
出
し
に
は
「
＃
」、

箇
条
書
き
に
は
「
－
」
を
使
う
。
視
覚
に
頼
ら

ず
、
文
章
の
構
造
を
組
み
立
て
ら
れ
る
画
期
的

な
方
法
だ
。

　
「
な
る
ほ
ど
、
建
物
の
設
計
図
を
描
く
よ
う

な
感
じ
で
す
ね
」
と
Ｂ
さ
ん
は
理
解
を
示
し
た
。

ま
さ
に
そ
の
通
り
。
見
た
目
の
装
飾
で
は
な
く
、

ま
ず
内
容
の
骨
組
み
を
し
っ
か
り
つ
く
る
の
だ
。

魔
法
の
よ
う
な
変
換
ツ
ー
ル

魔
法
の
よ
う
な
変
換
ツ
ー
ル

　

次
に
紹
介
し
た
の
が
「P

パ

ン

ド

ッ

ク

andoc

」
と
い
う

ツ
ー
ル
。M

arkdow
n

で
書
い
た
文
章
を
、
美

し
い
ワ
ー
プ
ロ
文
書
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

用
資
料
の
ス
ラ
イ
ド
に
自
動
変
換
し
て
く
れ
る
。

　
「
え
っ
、
本
当
に
こ
れ
だ
け
で
？
」

　

初
め
て
変
換
結
果
を
確
認
し
た
Ｂ
さ
ん
の
驚

き
の
声
を
、
私
は
い
ま
で
も
覚
え
て
い
る
。
シ
ン

プ
ル
な
テ
キ
ス
ト
が
、
見
事
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ

れ
た
教
材
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

生
徒
た
ち
に
届
く
授
業

生
徒
た
ち
に
届
く
授
業

　

こ
の
技
術
を
習
得
し
た
Ｂ
さ
ん
は
、
小
学
校
、

中
学
校
や
高
等
学
校
で
福
祉
体
験
授
業
や
音
楽

の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
。

　
「
Ｂ
先
生
の
資
料
、
す
ご
く
見
や
す
い
で
す
」

　
「
授
業
が
わ
か
り
や
す
い
」

　

生
徒
た
ち
か
ら
の
評
価
に
、
Ｂ
さ
ん
は
「
見

え
な
い
自
分
で
も
、
見
や
す
い
教
材
が
つ
く
れ

る
ん
だ
」
と
自
信
を
深
め
た
。
同
僚
の
先
生
方

も
、
そ
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に
注
目
し
て
い
る
。

エッセイ

第
３
回

情報アクセシビリティ専門家、
AI活用教育コンサルタント。視
覚障害と肢体不自由の重複障害
がある。東京都立大学卒業後、
福祉情報技術コーディネーター
として独立。障害当事者向けの
IT指導やサポートを行い、転職
や自立につながった実績も多
数。共著に『24色のエッセイ』、
『本から生まれたエッセイの本』
（みらいパブリッシング）がある。
https://fukurou-assist.net

株式会社ふくろうアシスト
代表取締役

河和 旦
（かわ ただし）

見
え
な
く
て
も「
見
や
す
い
」教
材
を
つ
く
る

～
全
盲
教
師
の
新
た
な
授
業
ス
タ
イ
ル
～
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大
滝
健
太
郎
（
以
下
、「
大
滝
」）　

失
敗
は
決

し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
改
善
や
成

長
の
源
泉
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。大
切
な
の
は「
な

ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
」
を
し
っ
か
り
受
け
と
め

る
こ
と
で
す
。
仕
事
は
人
と
人
と
の
か
か
わ
り

な
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、「
何
が

足
り
な
か
っ
た
か
」、「
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
」

を
明
確
に
し
ま
す
。
数
字
管
理
も
大
切
に
し
つ

つ
、
感
情
や
認
識
の
ズ
レ
を
埋
め
る
対
話
も
重

視
し
て
い
ま
す
。
失
敗
し
て
も
、
改
善
し
て
次

に
活
か
す
も
の
と
い
う
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
も
失
敗

を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
文
化
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と

反
発
の
声
が
あ
っ
て
も
、
理
由
を
て
い
ね
い
に

説
明
し
、
失
敗
を
認
め
つ
つ
次
の
方
法
を
一
緒

に
考
え
る
こ
と
で
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
上
司
や
職
場
環
境
、
一
緒

に
働
く
仲
間
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
体
制
が

整
っ
て
い
る
こ
と
も
弊
社
の
特
徴
で
す
。

大
野　

採
用
段
階
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

大
石
新
（
以
下
、「
大
石
」）　

は
い
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
つ
方
が
多
く
入
社
し
て
お
り
、「
こ

の
会
社
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
で
き
る
」
と
い
う
声

も
多
い
で
す
。

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
風
土

大
野　

具
体
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
事
例
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

大
石　

求
職
者
向
け
の
説
明
会
で
は「
い
ま
で

障
が
い
の
あ
る
方
々
に
成
長
の
機
会
を
提
供
し
、

事
業
の
成
功
を
通
じ
て
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

起
こ
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
と
も
に
つ
く
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。収
益
を
上
げ
て
黒
字
化
を

目
標
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
、
自
ら
成

長
と
変
化
を
続
け
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
す
る

企
業
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。
成
長
意
欲
の
あ
る

仲
間
を
求
め
る
こ
と
が
一
番
の
大
き
な
軸
で
す
。

大
野　

長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
も

重
要
で
す
ね
。

堀
井　

そ
の
通
り
で
す
。一
人
ひ
と
り
が
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
、障
が
い
特
性
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。対
面
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
リ
ー
ダ
ー
が
直
接
メ
ン
バ
ー
の
様
子
を
把
握

し
、定
期
的
に
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

て
、本
人
の
体
調
変
化
や
業
務
状
況
の
確
認
に

努
め
て
い
ま
す
。オ
フ
ィ
ス
環
境
も
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
に
配
慮
す
る
ほ
か
、健
康
推
進
室
を
設

け
る
こ
と
で
、健
康
情
報
の
発
信
も
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、職
場
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
専
門
家

が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
の

特
性
や
体
調
に
応
じ
た
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

失
敗
を
許
容
し
成
長
に
つ
な
げ
る

大
野　
「M

ake a Challenge 

挑
み
、成
長
し
続

け
る
会
社
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関
し
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。障
が
い
の
特
性
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
た
め
ら
う
方
も
い
る
の
で
は
と
思
う
の
で
す

が
、ど
の
よ
う
に
後
押
し
さ
れ
て
い
ま
す
か
。失
敗

時
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
つ
ね
に
上
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
二ふ
た

子こ

玉た
ま

川が
わ

駅
に
近
い
、楽
天
ク

リ
ム
ゾ
ン
ハ
ウ
ス
内
に
本
社
を
構
え
る
楽
天
ソ

シ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社（
以
下
、「
楽
天
ソ
シ
オ

ビ
ジ
ネ
ス
」）は
、楽
天
グ
ル
ー
プ
の
企
業
内
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
企
業
と
し
て
多
彩
な
業
務
を

に
な
っ
て
い
ま
す
。Ｗｅ
ｂ・ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
製

作
や
業
務
改
善
に
関
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

な
ど
の
専
門
性
の
高
い
業
務
、従
業
員
の
人
事
・

経
理・
総
務
関
連
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
に
加
え
、

社
内
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
事
業
も
自
社

運
営
し
て
い
ま
す
。２
０
０
７（
平
成
19
）年
の

設
立
以
来
、「M

ake a Challenge 

挑
み
、成
長

し
続
け
る
会
社
」を
掲
げ
、多
様
な
挑
戦
を
続
け

て
き
ま
し
た
。今
回
は
代
表
取
締
役
社
長
の
堀ほ
り

井い

さ
く
ら
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
さ
ん
、ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
セ
ス
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
部
本
部
長
の

大お
お

石い
し

新あ
ら
た

さ
ん
、テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
部
長
の

大お
お

滝た
き

健け
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

採
用
の
考
え
方
、

職
場
定
着
に
つ
い
て

大
野
聡
士
（
以
下
、「
大
野
」）　

御
社
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
障
が
い
の
あ
る
方
が
在
籍
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
採
用
の
考
え
方
、
職
場
定
着
に
関
す

る
工
夫
に
つ
い
て
、
お
う
か
が
い
で
き
ま
す
か
。

堀
井
さ
く
ら
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ（
以
下
、「
堀
井
」）

　

弊
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
多
様
な
人
が
多
様

な
ま
ま
に
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
」で
す
。弊

社
で
も
、楽
天
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、人
々
と
社
会
を

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る
」
と
い
う
目
標
の
も
と
、

★本誌では通常「障害」と表記しますが、楽天ソシオビジネス株式会社様のご意向により「障がい」としています

多様な人が多様なままに活躍できる社会を目ざす1
失敗を恐れず挑戦し成長し続ける企業文化2
障がい者雇用を通じて新たな社会的価値を創造する3

POINT

楽天ソシオビジネス株式会社東京オフィスの入る楽天クリムゾンハウス
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う
か
で
は
な
く
、
ま
ず
検
討
か
ら
始
め
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

大
滝　

は
い
。
例
え
ば
、
人
員
を
そ
ろ
え
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
に
対
し
、
す
ぐ
に
対
応
で
き

な
い
場
合
は
調
整
案
を
模
索
し
ま
す
。
む
ず
か

し
い
場
合
は
理
由
を
説
明
し
、「
で
き
な
い
で

終
わ
ら
せ
な
い
」
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

大
野　

Ａ
Ｉ
関
連
以
外
で
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
あ
り
ま
す
か
？

大
石　

は
い
。弊
社
に
は
、事
務
職
だ
け
で
な
く
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
在
籍
し
て
お
り
、
事
業
業
務
を

こ
な
し
な
が
ら
同
時
に
業
務
改
善
を
提
案
す
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
体
制
が
可
能
で
、
そ
れ
が
弊

社
の
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
関
連
の
分

野
も
含
め
、
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
今
後
の
柱
と
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
野　

高
度
な
技
術
力
と
改
善
力
を
組
み
合
わ

せ
て
付
加
価
値
を
高
め
て
い
る
の
で
す
ね
。

大
石　

は
い
。
弊
社
の
認
知
度
が
上
が
る
に
つ

れ
、
期
待
値
が
高
ま
り
高
度
な
業
務
の
依
頼
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

当
事
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

堀
井　

最
近
は
、ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
や
ユ
ー
ザ
ー

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス（
Ｕ
Ｉ
）の
改
善
を
特
に
重

視
し
て
い
ま
す
。大
滝
さ
ん
が
担
当
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
契
機
に
社
内
外
で
重
要
性
が
認
識
さ
れ

た
た
め
、
さ
ら
に
拡
大
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

大
滝　

楽
天
グ
ル
ー
プ
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修

な
ど
に
お
い
て
、視
覚
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
の

声
を
反
映
し
、使
い
や
す
さ
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
タ
ス
ク
を
相
談
さ
れ
た
と

き
、
正
直
む
ず
か
し
い
と
思
っ
て
配
下
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
た
の
で
す
が
、
逆
に
挑
戦
を

後
押
し
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
失
敗
を
し

て
も
、
お
互
い
に
仲
間
が
カ
バ
ー
し
合
え
る
環

境
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

付
加
価
値
を
高
め
る

大
滝　

楽
天
グ
ル
ー
プ
で
は
、自
社
で
提
供
す

る
先
進
的
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
社
内

で
推
進
す
る
と
と
も
に
、楽
天
Ｉ
Ｄ
を
お
持
ち
の

ユ
ー
ザ
ー
に
は
無
料
で
利
用
で
き
る
専
用
ウ
ェ

ブ
ア
プ
リ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
サ
ー

ビ
ス
拡
大
に
あ
わ
せ
て
、弊
社
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

や
組
織
体
制
を
拡
充
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。最
前
線
の
Ａ
Ｉ
活
用
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
弊
社
の
大
き
な
強
み
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
井　

た
い
へ
ん
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

分
や
り
が
い
も
大
き
い
で
す
。

大
野　

グ
ル
ー
プ
各
社
か
ら
、
つ
ね
に
多
様
な

依
頼
が
来
る
の
で
す
ね
。

大
滝　

は
い
。
弊
社
か
ら
楽
天
グ
ル
ー
プ
内
に

営
業
活
動
し
て
獲
得
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

事
業
部
側
か
ら
の
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
Ａ
Ｉ
関
連
の
案
件
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

大
野　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
関
連
業

務
が
あ
る
の
で
す
か
？

大
滝　

ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
※
2
）
業
務
な
ど
、

Ａ
Ｉ
の
精
度
を
高
め
る
た
め
の
画
像
選
別
な
ど

の
デ
ー
タ
準
備
作
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

大
野　

依
頼
が
あ
っ
た
際
に
は
、
で
き
る
か
ど

き
る
こ
と
よ
り
も
、入
社
後
に
自
分
が
ど
う
変

え
て
い
き
た
い
か
が
大
事
」と
伝
え
て
い
ま
す
。

弊
社
で
は
、目
標
に
向
け
て
努
力
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
重
視
し
、そ
れ
が
習
慣
化
さ
れ
る
こ

と
で
自
分
の
力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。例

え
ば「
Ａ
Ｉ
は
い
つ
で
も
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
で

は
な
く「
１
日
1
回
使
い
ま
し
ょ
う
」な
ど
と
う

な
が
す
こ
と
で
、自
然
に
自
分
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

で
き
て
い
き
ま
す
し
、楽
天
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は

の
ス
ピ
ー
ド
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

堀
井　

わ
か
ら
な
い
こ
と
に
も
積
極
的
に
挑
戦

す
る
風
土
が
あ
り
ま
す
。
楽
天
グ
ル
ー
プ
で
は

70
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
お
り
、
楽
天

ソ
シ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
多
様
な
要
望
が
あ
り
、「
ま

ず
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
と
チ
ー
ム
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
石　

事
務
職
で
も
こ
だ
わ
り
や
興
味
を
持
つ

こ
と
で
強
み
を
発
揮
し
、自
ら
業
務
改
善
や
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
挑
戦
し
、
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ

し
て
活
躍
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

大
滝　

私
も
、
も
と
も
と
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
※
1
）
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ
に
か
か
わ
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

任
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
環
境
に
適
応
し
変

化
を
受
け
入
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
、
柔
軟
な
対
応
を
許
容
す
る
文
化
が

弊
社
の
強
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
野　

楽
天
グ
ル
ー
プ
か
ら
多
様
な
依
頼
が
あ

り
、
そ
れ
に
応
え
る
形
で
業
務
を
進
め
て
い
る

の
で
す
ね
。

大
滝　

は
い
。
そ
の
一
方
で
、
つ
ま
づ
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
関
連
の
業
務
で
専
門
ス

※1 RPA：Robotic Process Automationの略。パソコン上で行われる定型業務をソフトウェアロボットが自動化する技術
※2 アノテーション：「注釈」を意味し、IT分野ではテキスト、画像、動画などに情報タグ（メタデータ）をつける作業のこと

楽天ソシオビジネス株式会社 
代表取締役社長の 

堀井さくらクリスティーナさん
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戦
→
成
長
→
自
立
→
共
生
」の
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
取
組
み
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

堀
井　

各
チ
ー
ム
が
明
確
な
収
支
目
標
を
設
定

し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
主
体
的
に
数
字
の
積
み

上
げ
方
を
議
論
す
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。
チ
ー

ム
単
位
で
責
任
を
持
ち
、
オ
ー
プ
ン
に
目
標
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

大
野　

チ
ー
ム
編
成
は
？

大
滝　

業
務
種
類
に
応
じ
て
人
事
系
、
総
務
系
、

経
理
系
な
ど
に
分
け
て
い
ま
す
。
仕
事
の
拡
大

に
と
も
な
い
チ
ー
ム
数
も
増
え
、
規
模
が
大
き

く
な
る
と
部
に
昇
格
し
ま
す
。
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
チ
ー
ム
編
成
や
採
用
も
柔
軟
に
行
い
、
現
在

は
40
以
上
の
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
野　

独
立
採
算
で
黒
字
化
を
目
ざ
し
て
い
る

と
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
採
用
と
仕
事
の
バ
ラ
ン

ス
は
ど
う
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

大
滝　

採
用
人
数
に
見
合
う
仕
事
を
確
保
し
、人

員
増
減
に
応
じ
て
業
務
量
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
仕
事
が
次
々
生
ま
れ
て
い
る
た
め
、人
員

配
置
や
ア
サ
イ
ン
の
お
も
し
ろ
さ
も
あ
り
ま
す
。

大
野　

楽
天
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
仕
事
は
豊
富
に

あ
る
の
で
す
ね
。

大
滝　

は
い
。Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
技
術
を
活
用
し
な

が
ら
業
務
の
高
度
化
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
文
化
が
弊
社
の
成
長
を
支
え
て
い
ま
す
。

大
野　

目
標
設
定
や
実
績
把
握
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

堀
井　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
だ
け
で
な
く
メ
ン
バ
ー

も
収
支
を
把
握
し
、
改
善
を
続
け
て
い
ま
す
。

大
野　

貴
社
の
評
価
制
度
の
な
か
で
、
例
え
ば
、

「
ス
ピ
ー
ド
」
と
い
う
評
価
項
目
に
関
し
て
、

視
覚
障
が
い
の
当
事
者
６
名
が
レ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、
改
善
点
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

大
野　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
か
？

大
滝　

音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
に
対
応
し
て
い

な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
の
ス
ラ
イ
ド
が
画
像
を
中
心
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
場
合
、
テ
キ
ス
ト
情
報
が
読
み
上
げ

ら
れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
問
題
は
健
常
者
で
あ
る
作
成
者
が
気
づ
き

に
く
い
こ
と
も
多
く
、
視
覚
障
が
い
の
当
事
者

か
ら
の
問
合
せ
を
通
じ
て
改
善
し
て
い
ま
す
。

ま
た
事
前
相
談
に
も
応
じ
て
レ
ビ
ュ
ー
や
改
善

提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
野　

当
事
者
の
視
点
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

堀
井　

は
い
。楽
天
グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｄ
＆
Ｉ
の
観

点
か
ら
だ
れ
も
が
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と

を
最
低
限
の
保
証
と
考
え
て
い
ま
す
。当
事
者
で

な
い
と
気
づ
か
な
い
課
題
も
多
く
、そ
う
し
た
気
づ

き
が
弊
社
の
強
み
と
な
り
得
る
と
考
え
、積
極
的

に
改
善
活
動
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
野　

当
事
者
の
声
を
活
か
す
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
す
ね
。

堀
井　

は
い
。
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
社
会
モ

デ
ル
と
し
て
確
立
し
、
全
従
業
員
が
平
等
に
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

成
長
を
支
え
る
評
価
制
度

大
野　

御
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
核
に
あ
る「
挑

何
か
課
題
感
は
あ
り
ま
す
か
？

大
石　

楽
天
グ
ル
ー
プ
の
評
価
制
度
を
基
本
に

し
つ
つ
、
弊
社
独
自
の
評
価
項
目
を
作
成
し
、

従
業
員
の
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

入
社
間
も
な
い
従
業
員
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

十
分
で
な
い
方
に
は
、
評
価
項
目
を
噛
み
砕
き

調
整
し
て
い
ま
す
。

堀
井　

障
が
い
の
あ
る
方
に
配
慮
し
、
報
・
連
・

相
や
協
調
性
、
挨
拶
な
ど
細
か
な
項
目
を
加
点

方
式
で
評
価
し
、
一
定
レ
ベ
ル
に
達
し
た
ら
標

準
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評
価
に
移
行
し
ま
す
。

大
滝　

段
階
的
に
評
価
制
度
を
使
い
分
け
る
こ

と
で
、
個
々
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
適
切
な
評

価
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

堀
井　

加
え
て
、
目
標
の
ふ
り
返
り
は
３
カ
月

に
１
回
必
ず
行
い
、
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も

毎
週
実
施
し
、
細
か
く
て
い
ね
い
に
従
業
員
の

成
長
を
支
え
て
い
ま
す
。

大
野　

格
づ
け
制
度
も
あ
り
、
能
力
や
成
果
に

応
じ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
の
で
す
ね
。

堀
井　

は
い
。
業
種
を
問
わ
ず
全
従
業
員
が
同

じ
基
準
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
担
当

も
同
じ
基
準
で
す
。
特
例
子
会
社
の
な
か
で
は

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
に
つ
い
て

大
野　

役
職
者
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
多
い
点

に
驚
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
機
会

の
付
与
、
能
力
向
上
の
工
夫
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

堀
井　

優
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
れ
ば
障
が

楽天クリムゾンハウスの会議室でお話をうかがった
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プ
ト
」
と
、「
成
功
の
コ
ン
セ
プ
ト
」
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
楽
天
グ
ル
ー
プ
の
全
従
業
員
が

共
有
す
る
価
値
観
・
行
動
指
針
で
す
。

大
滝　

弊
社
の
社
員
証
に
も
成
功
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
野　

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
の
な
か
に
あ
る
、

大
義
名
分
と
は
？

堀
井　

大
義
名
分
と
は
、会
社
と
し
て
の
社
会
的

意
義
を
示
し
て
お
り
、私
た
ち
が
こ
こ
で
働
く
意
味

を
忘
れ
な
い
た
め
の
指
針
で
す
。お
金
を
稼
ぐ
だ

け
で
な
く
社
会
に
ど
ん
な
価
値
を
提
供
し
た
い
の

か
を
つ
ね
に
自
問
す
る
こ
と
を
う
な
が
し
て
い
ま
す
。

大
滝　

Ａ
Ｉ
へ
の
取
組
み
も
そ
の
一
環
で
、
だ

れ
で
も
手
軽
に
Ａ
Ｉ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
社
会
的
な
使
命
を
持
っ
て
い
ま
す
。

堀
井　
「
楽
天
市
場
」
の
創
設
も
、
大
義
名
分

に
基
づ
き
、
だ
れ
も
が
手
軽
に
商
品
を
売
買
で

き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
を
目
ざ
し
て

い
ま
し
た
。
既
得
権
益
に
と
ら
わ
れ
ず
、
だ
れ

も
が
自
立
し
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
で
き
る
社
会
を

目
ざ
し
て
い
ま
す
。「
成
功
の
コ
ン
セ
プ
ト
」

は
成
功
の
秘
訣
と
し
て
、「
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ

プ
ト
」
は
、
会
社
が
成
長
し
て
い
く
な
か
で
つ

ね
に
足
元
を
見
直
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
価

値
観
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
特
例
子
会
社
に

込
め
た
想
い

大
野　

貴
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
ス
ー

パ
ー
特
例
子
会
社
」
と
い
う
表
現
に
は
ど
の
よ

う
な
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

堀
井　

単
な
る
特
例
子
会
社
の
枠
に
と
ど
ま
ら

調
整
や
説
明
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

大
野　

個
人
の
特
性
に
応
じ
て
適
材
適
所
を
見

き
わ
め
て
い
る
の
で
す
ね
。

大
滝　

は
い
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
特

性
や
得
意
な
仕
事
を
引
き
出
し
、適
し
た
業
務

を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
自
立・
自
走
で
き
る
人
材

が
育
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
む
ず
か
し
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、と
も
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

粘
り
強
く
進
め
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

企
業
に
根
づ
く

楽
天
グ
ル
ー
プ
の
哲
学

大
野　

採
用
で
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
？

大
滝　

部
門
に
よ
り
ま
す
が
、
開
発
系
で
は
「
好

き
か
ど
う
か
」を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。技
術
は

進
化
が
早
い
た
め
、自
発
的
に
学
び
続
け
る
意

欲
が
重
要
で
す
。会
社
か
ら
研
修
は
提
供
し
ま

す
が
、本
人
の「
好
き
」が
成
長
の
原
動
力
で
す
。

大
野　

採
用
に
あ
た
っ
て
の
判
断
基
準
は
？

大
滝　

体
調
が
安
定
し
毎
日
出
社
で
き
る
こ
と

が
最
低
条
件
と
し
て
、
や
は
り
仕
事
へ
の
興
味

や
意
欲
が
も
っ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
井　

弊
社
は
、成
長
や
変
化
を
受
け
入
れ
な

が
ら
、チ
ー
ム
で
協
力
し
あ
え
る
方
と
一
緒
に

働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。失
敗
を
恐
れ
ず

成
長
意
欲
の
あ
る
人
材
を
見
き
わ
め
て
い
ま
す
。

大
石　

楽
天
グ
ル
ー
プ
に
根
づ
く「
楽
天
主
義
」

へ
の
共
感
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。楽
天
グ

ル
ー
プ
で
働
く
と
い
う
意
識
を
持
て
る
か
が
鍵
で
す
。

大
野　

楽
天
主
義
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
？

堀
井　

楽
天
主
義
と
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ

い
の
有
無
に
関
係
な
く
リ
ー
ダ
ー
職
を
任
せ
る
文

化
が
あ
り
ま
す
。小
規
模
な
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
か
ら

始
め
て
、も
し
あ
わ
な
く
と
も
経
験
を
積
ん
で
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。成
長

意
欲
を
重
視
し
、本
人
か
ら
の
希
望
が
あ
れ
ば
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
層
が
チ
ャ
ン
ス
を
探
し
提
供
し
ま
す
。

大
滝　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
職
へ
の

ス
テ
ッ
プ
は
本
人
の
状
態
や
意
欲
に
あ
わ
せ
て

検
討
し
、
段
階
的
に
経
験
を
積
め
る
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。
個
々
の
凸
凹
を
補
い
合
い
な
が

ら
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
さ
せ
、
仕
事
の
レ
ベ
ル

も
細
か
く
調
整
し
て
い
ま
す
。

大
野　

成
長
の
方
向
は
多
様
で
す
ね
。
多
様
性

に
対
応
し
た
育
成
は
？

大
滝　

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

も
評
価
し
、格
づ
け
で
差
別
化
す
る
の
で
な
く
、

最
大
限
力
を
発
揮
で
き
る
領
域
を
広
げ
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
。育
成
方
針
は
個
人
の
強
み

や
意
欲
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に
設
計
し
て
い
ま
す
。

大
石　

チ
ー
ム
を
さ
ら
に
小
さ
な
ユ
ニ
ッ
ト
に

分
け
、
段
階
的
に
業
務
を
任
せ
る
な
ど
無
理
な

く
成
長
で
き
る
仕
組
み
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

大
野　

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
い
か
が

で
す
か
？

大
滝　

ス
ピ
ー
ド
感
の
速
い
会
社
で
は
あ
る
も

の
の
、
安
定
し
た
定
常
業
務
も
多
く
、
特
性
に

あ
わ
せ
た
業
務
付
与
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
体
調
が
追
い
つ
か
な
い
方
や
消
極
的
な
方

で
も
、
適
切
に
仕
事
を
任
せ
る
と
力
を
発
揮
す

る
こ
と
も
多
い
で
す
。
健
康
推
進
室
が
体
調
面

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
調
子
が
悪
い
と
き
は
業
務
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に
な
り
ま
し
た
。
人
事
、
総
務
、
経
理
の
コ
ア

業
務
に
深
く
か
か
わ
り
、
楽
天
グ
ル
ー
プ
の
各

社
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
の
経
験
を
活
か
し
た

提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
野　

積
極
的
に
提
案
す
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
ね
。

大
石　

は
い
。
楽
天
グ
ル
ー
プ
が
拡
大
し
て
き

た
な
か
、
基
幹
業
務
設
計
に
関
す
る
相
談
や
業

務
依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

堀
井　

長
年
に
わ
た
り
事
業
部
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
、
集
約
的
に
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
最
初
は
障
が
い
者
の
活
躍
の
場

を
目
的
と
し
て
小
さ
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

徐
々
に
新
規
事
業
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

大
石　

弊
社
に
対
し
て
「
障
が
い
者
の
会
社
」

と
い
う
印
象
は
薄
く
、一
事
業
会
社
へ
と
変
わ
っ

て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
楽
天
グ
ル
ー
プ
の

う
ち
の
一
社
と
し
て
同
じ
水
準
を
要
求
さ
れ
、

仕
事
の
質
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

障
が
い
の
特
性
が
新
し
い
発
見
や

気
づ
き
を
生
む
チ
ャ
ン
ス

大
野　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

堀
井　

私
は
も
と
も
と
楽
天
グ
ル
ー
プ
の
人
事

部
に
所
属
し
、
現
在
は
楽
天
ソ
シ
オ
ビ
ジ
ネ
ス

の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。
障
が
い
者
雇
用
は

法
律
上
の
義
務
や
特
性
へ
の
配
慮
が
注
目
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
障
が
い
の
特
性
こ
そ
が
新
し
い

発
見
や
気
づ
き
を
生
む
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
多
様
な
視
点
が
組
織
に
新
た

な
価
値
を
も
た
ら
し
、
業
務
改
善
や
イ
ノ
ベ
ー

ず
、
一
歩
先
の
価
値
創
造
を
目
ざ
す
強
い
意
志

の
あ
ら
わ
れ
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
楽
天
グ
ル
ー

プ
全
体
に
大
き
な
価
値
を
も
た
ら
す
存
在
を
目

ざ
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
働
き
に
来
る
場
所
で

は
な
く
、
多
様
な
働
き
方
を
実
現
し
、
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
社
会
モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え

え
た
日
本
で
、
多
様
な
背
景
や
特
性
を
持
つ
人

が
活
躍
す
る
未
来
を
見
す
え
、「
ス
ー
パ
ー
特

例
子
会
社
」
の
モ
デ
ル
が
社
会
に
広
が
る
こ
と

に
大
き
な
社
会
的
使
命
を
感
じ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、「
ス
ー
パ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
既

存
の
枠
組
み
を
超
え
て
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、

社
会
全
体
に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
く
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
立
時
か
ら
現
在
ま
で
の
変
化

大
野　

設
立
当
初
と
現
在
の
業
務
内
容
の
違
い

は
？

大
滝　

仕
事
の
依
頼
の
さ
れ
方
は
変
わ
ら
ず
、

楽
天
グ
ル
ー
プ
の
各
社
か
ら
の
依
頼
に
対
応
し

て
い
ま
す
が
、「
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
」
を

試
行
錯
誤
し
、
業
務
の
規
模
や
範
囲
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。
最
初
は
人
事
や
総
務
が
中
心
で
し

た
が
、
視
覚
障
が
い
者
が
活
躍
す
る
マ
ッ
サ
ー

ジ
事
業
な
ど
新
規
事
業
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

従
業
員
数
は
ス
タ
ー
ト
時
の
約
50
人
か
ら
４
３

０
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

大
石　

業
務
の
横
の
広
が
り
と
深
み
が
増
し
、

定
型
作
業
か
ら
業
務
設
計
ま
で
任
さ
れ
る
よ
う

シ
ョ
ン
の
源
泉
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
ア
イ
デ

ア
は
日
々
の
小
さ
な
発
見
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

そ
の
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
特

例
子
会
社
の
強
み
で
す
。
失
敗
や
課
題
も
あ
り

ま
す
し
、
制
度
づ
く
り
や
現
場
運
営
は
決
し
て

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
障
が
い
者

雇
用
は
社
会
貢
献
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
企
業

の
持
続
的
成
長
に
不
可
欠
な
要
素
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
社
会
的
価
値
を
築
き
、
障
が

い
者
雇
用
の
可
能
性
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
野　

障
が
い
者
雇
用
を
新
た
な
価
値
創
造
の

源
泉
と
と
ら
え
る
視
点
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取
材
を
終
え
て

　

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、楽
天
ソ
シ
オ
ビ
ジ
ネ

ス
の
み
な
さ
ま
が
自
社
の
強
み
を
深
く
意
識
し

て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、そ
の
強
み
は
挑
戦
を
積

み
重
ね
て
き
た
か
ら
こ
そ
築
か
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し

続
け
る
企
業
風
土
が
従
業
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
支
え
、多
様
な
業
務
や
新
規
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
む
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。加
え

て
、楽
天
グ
ル
ー
プ
の
理
念
を
み
ん
な
で
共
有
し
、

企
業
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を
自
覚
し
、障
が
い

者
雇
用
を
社
会
価
値
創
造
の
源
泉
と
と
ら
え
る

姿
勢
に
共
感
し
ま
し
た
。同
社
の
取
組
み
は
示

唆
に
富
み
、多
様
性
と
挑
戦
を
両
立
さ
せ
る
モ
デ

ル
と
し
て
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
と
感
じ
ま
す
。

今
回
の
取
材
は
、楽
天
ソ
シ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
の
真
摯

な
挑
戦
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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省 庁
内閣府ホームページより抜粋
令和７年版 障害者白書概要②

第
４
章　

障
害
の
あ
る
人
が
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策

１
．
福
祉
的
就
労
を
す
る
障
害
の
あ
る
人
へ
の
支
援

〇�
障
害
者
総
合
支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
人
が
就
労
先
・
働
き
方
に

つ
い
て
よ
り
よ
い
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法
を
活
用

し
て
、
本
人
の
希
望
、
就
労
能
力
や
適
性
等
に
合
っ
た
選
択
を
支
援
す
る
「
就

労
選
択
支
援
」
を
創
設
。

〇�

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
等
で
の
工
賃
の
水
準
が
向
上
す
る
よ
う
、
都
道
府

県
は
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
２
０
２
６
年
度
の
新
た
な
「
工
賃
向
上
計
画
」
を

策
定
し
、
経
営
等
の
支
援
や
関
係
行
政
機
関
、
地
域
の
商
工
団
体
等
の
関
係
者

と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

〇�

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
企
業
経
営
手
法
の
活
用
や
共
同
受
注
の
促
進
な
ど
、

比
較
的
効
果
の
あ
っ
た
取
組
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
厚
生
労

働
省
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
対
し
て
予
算
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

２
．
成
年
後
見
制
度

〇�

２
０
２
２
年
10
月
に
公
表
さ
れ
た
国
連
の
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
る
総
括
所

見
や
、
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
行
う
と
す
る
第
二
期
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
等
を
踏
ま
え
、
障
害
当
事
者
団
体
か
ら
の
委

員
も
参
加
の
下
、
２
０
２
４
年
４
月
に
、
法
制
審
議
会
民
法
（
成
年
後
見
等
関

係
）
部
会
に
お
い
て
、
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
の
調
査
審
議
が
開
始
さ
れ
た
。

成
年
後
見
に
関
す
る
主
な
指
摘

①
判
断
能
力
が
回
復
し
な
い
限
り
利
用
を
や
め
ら
れ
な
い

②
本
人
の
自
己
決
定
が
必
要
以
上
に
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

③
本
人
が
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

④
適
切
な
時
機
に
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
申
立
て
が
さ
れ
な
い

３
．
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

〇�

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
の
創
出
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
定
着
の
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
場
づ
く
り
や
特
別
支
援
学
校
等
の
全
国
大
会
の
開
催
を
支
援
。

〇�

パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
、
２
０
２
４
年
８
月
28
日
（
水
）

か
ら
９
月
８
日
（
日
）
ま
で
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
開
催
。
海
外
開
催
大
会
で
過

去
最
多
と
な
る
11
競
技
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
複
数
の
競
技
種
別
に
お
い
て
、
競

技
初
・
種
目
初
と
な
る
金
メ
ダ
ル
や
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

〇�

２
０
２
５
年
11
月
15
日
（
土
）
～
26
日
（
水
）
に
、
第
25
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
東
京
２
０
２
５
を
開
催
。「“
誰
も
が
個
性
を
活
か
し
力
を
発
揮
で

き
る
”
共
生
社
会
の
実
現
」
等
を
掲
げ
、
東
京
都
を
中
心
に
21
競
技
が
実
施
さ

れ
る
予
定
。

４
．
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

〇�

２
０
２
３
年
策
定
の
第
２
期
「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す

る
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
文
化
芸
術
活
動
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
。

第
５
章　

住
み
よ
い
環
境
の
基
盤
づ
く
り

１
．
公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

〇�

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
に
基
づ
き
、
鉄
道
駅
等
の
旅
客
施
設
の
新
設
、
大
規
模

改
良
及
び
車
両
の
新
規
導
入
に
際
し
、
構
造
や
設
備
に
つ
い
て
、「
公
共
交
通

移
動
等
円
滑
化
基
準
」
へ
の
適
合
を
義
務
付
け
て
い
る
。
２
０
２
４
年
３
月
に

公
共
交
通
機
関
の
旅
客
施
設
や
車
両
等
、
役
務
の
提
供
等
に
つ
い
て
、「
移
動

等
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
正
し
た
。

〇�

２
０
２
４
年
３
月
、「
公
共
交
通
事
業
者
に
向
け
た
接
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

見
直
し
を
行
い
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
く
国
土
交
通
省
の
対
応
指
針
の

改
正
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
。

〇�

鉄
道
駅
等
旅
客
施
設
や
車
両
の
整
備
に
対
す
る
助
成
及
び
融
資
に
よ
り
、
公
共

交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
。

２
．
歩
行
空
間
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

〇�

「
移
動
等
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
音
響
に
よ
り
信

号
表
示
の
状
況
を
知
ら
せ
る
音
響
信
号
機
や
、
歩
行
者
等
と
車
両
が
通
行
す
る

時
間
を
分
離
し
て
交
通
事
故
を
防
止
す
る
歩
車
分
離
式
信
号
、
横
断
歩
道
上

に
お
け
る
視
覚
障
害
の
あ
る
人
の
安
全
性
及
び
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
エ
ス
コ
ー

ト
ゾ
ー
ン
等
の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

〇�

２
０
２
４
年
１
月
に
は
、「
道
路
の
移
動
等
円
滑
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
改
定
し
、
踏
切
道
手
前
部
の
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
と
踏
切
道
内
誘

11
月
号
に
続
き
、今
号
で
は
「
令
和
７
年
版
障
害
者
白
書
」
の
概
要
の
第
4
章
、

第
5
章
、
第
6
章
を
紹
介
し
ま
す
。
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https://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/index-w.html

導
表
示
の
設
置
方
法
や
構
造
に
つ
い
て
規
定
。

３
．
防
災
対
策
の
基
本
的
な
方
針
の
見
直
し

〇�

２
０
２
４
年
11
月
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
災
害
対
応
の
在
り

方
に
つ
い
て
（
報
告
書
）」
に
お
い
て
、
快
適
な
ト
イ
レ
の
設
置
の
確
保
や
温

か
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の
提
供
等
に
課
題
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
災
害
や
紛
争
の
影
響
を
受
け
た
人
々
へ
の
人
道
支
援
の
国
際
的
な
指

標
で
あ
る
「
人
道
憲
章
と
人
道
支
援
に
お
け
る
最
低
基
準
」（
ス
フ
ィ
ア
基
準
）

も
踏
ま
え
つ
つ
、
同
年
12
月
に
「
避
難
生
活
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確

保
に
向
け
た
取
組
指
針
」、「
避
難
所
運
営
等
避
難
生
活
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）」、「
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
改
定
し
、
公
表
し
た
。

４
．
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
人
へ
の
主
な
支
援

〇�

障
害
者
等
要
配
慮
者
の
避
難
先
と
な
る
福
祉
避
難
所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

一
般
の
避
難
所
に
お
い
て
も
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
、
要
配
慮
者
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
な
ど
の
必
要
な
対
応
を
行
う
よ
う
被
災
自
治
体
に
対
し
て
通
知
。

〇�

石
川
県
か
ら
の
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
。
避
難
所
の
巡
回
活

動
を
通
じ
た
精
神
疾
患
患
者
の
診
察
や
薬
剤
調
整
等
を
実
施
。
ま
た
、
中
長
期

に
お
け
る
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
と
し
て
、石
川
県
が「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
心
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
に
対
し
て
、
専
門
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る

電
話
相
談
や
訪
問
支
援
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

〇
介
護
職
員
等
の
派
遣
、
避
難
者
の
受
入
等

　

・�

介
護
職
員
等
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
、
国
や
県
等
の
調
整
を
受
け
て
、

別
の
事
業
所
等
よ
り
介
護
職
員
等
の
派
遣
。

　

・�

被
災
等
に
よ
り
利
用
者
の
避
難
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
や
県
等
に
お

い
て
調
整
を
行
い
、
受
入
先
を
確
保
。

　

・�

障
害
者
支
援
施
設
等
の
復
旧
事
業
や
事
業
再
開
に
要
す
る
経
費
に
関
す
る

国
庫
補
助
事
業
を
実
施
。

〇�

避
難
所
に
お
け
る
障
害
児
者
へ
の
配
慮
事
項
等
、
手
話
や
点
字
・
音
訳
に
よ
る

情
報
保
障
、
ス
ト
ー
マ
用
品
の
無
償
提
供
等
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
随
時
情
報
提
供
。

５
．
障
害
者
関
連
の
被
災
状
況
（
２
０
２
５
年
３
月
11
日
現
在
）

〇�

石
川
県
内
の
障
害
者
施
設
に
つ
い
て
は
30
施
設
に
断
水
、
９
施
設
に
建
物
被
害

が
あ
っ
た
。
同
県
内
の
障
害
児
施
設
に
つ
い
て
は
36
施
設
に
断
水
、
25
施
設
に

建
物
被
害
が
あ
っ
た
。
障
害
者
施
設
か
ら
の
避
難
は
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
。

６
．�

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
取
組

〇�

法
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
人
に
よ
る
情
報
取
得
等
に
資
す
る
機
器
等
の
開
発

及
び
普
及
の
促
進
並
び
に
質
の
向
上
に
関
す
る
「
協
議
の
場
」（
※
）
を
２
０
２

４
年
５
月
に
開
催
し
、
前
年
度
の
施
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
関
係
府
省
庁
か

ら
報
告
し
、
意
見
交
換
し
た
。

※�

視
覚
障
害
や
聴
覚
障
害
な
ど
の
障
害
当
事
者
団
体
、
機
器
開
発
等
を
行
う
事

業
者
や
関
係
団
体
、
内
閣
府
、
デ
ジ
タ
ル
庁
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済

産
業
省
が
参
集
。

７
．
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
取
組

〇�

法
に
基
づ
き
、
関
係
者
協
議
会
を
開
催
し
、
関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
や
協
議

等
を
行
い
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、２
０
２
５
年
３
月
に
基
本
計
画（
第

2
期
）
を
策
定
し
た
。

８
．
文
字
表
示
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ヨ
メ
テ
ル
」
の
提
供
開
始
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）

〇�

中
途
失
聴
者
や
高
齢
者
を
含
む
難
聴
者
な
ど
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

自
身
の
声
で
通
話
相
手
で
あ
る
き
こ
え
る
人
に
話
し
、
通
話
相
手
の
声
を
文
字

で
読
む
こ
と
が
で
き
る
文
字
表
示
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ヨ
メ
テ
ル
」
が
２
０
２
５

年
１
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

※�

「
ヨ
メ
テ
ル
」
は
、
現
行
の
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
く
公
共
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
24
時
間
３
６
５
日
利
用
で
き
、
緊
急
通
報
（
１
１
０
、
１
１
８
、
１
１
９
）

が
可
能
。
発
信
者
側
は
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
発
信
す
る
際
と
同
程
度
の
通
話
料
金
が
適

用
。

第
６
章　

国
際
的
な
取
組

〇�
障
害
者
権
利
委
員
会
で
は
、
２
０
２
４
年
６
月
に
委
員
改
選
に
伴
う
選
挙
が
行

わ
れ
、
我
が
国
か
ら
立
候
補
し
た
田
門
浩
弁
護
士
が
当
選
し
委
員
に
就
任
し
た

（
任
期
２
０
２
５
年
１
月
か
ら
２
０
２
８
年
12
月
）。
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題
意
識
の
変
化
等
に
よ
る
項
目
や
選
択
肢
の
変
更
・
追

加
も
行
い
ま
し
た
。

３　

調
査
研
究
の
内
容

　

パ
ネ
ル
調
査
で
あ
る
こ
と
の
大
き
な
利
点
は
、
一
人

ひ
と
り
の
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
職
業
生
活
が
年
齢
や

時
代
と
と
も
に
ど
う
変
化
し
て
き
た
の
か
を
追
跡
・
俯

瞰
で
き
る
点
で
す
。
ま
た
、
一
般
に
労
働
者
の
職
業
サ

イ
ク
ル
は
、
年
齢
に
よ
る
一
般
的
な
傾
向
だ
け
で
な
く
、

出
生
年
代
に
よ
る
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
個
々
人

を
超
え
た
一
定
の
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
調
査

回
答
者
を
出
生
年
代
（
以
下
、「
世
代
」）
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
（
①
１
９
８
３
～
１
９
９
２
年
度
生

ま
れ
、
②
１
９
７
３
～
１
９
８
２
年
度
生
ま
れ
、
③
１

９
６
３
～
１
９
７
２
年
度
生
ま
れ
、
④
１
９
４
６
～
１

９
６
２
年
度
生
ま
れ
）
の
経
時
的
変
化
を
追
跡
す
る
こ

と
に
よ
り
、
世
代
別
の
職
業
サ
イ
ク
ル
の
特
徴
を
明
ら

か
に
す
る
分
析
を
実
施
し
ま
し
た
。

４　

結
果

（
１
）
世
代
別
、障
害
種
類
別
の
職
業
サ
イ
ク
ル
の
特
徴

　

就
労
率
は
、
ど
の
世
代
も
男
女
で
顕
著
な
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
９
４
６
～
１
９
６
２
年
度
生

ま
れ
に
お
い
て
は
、
就
労
率
が
低
下
傾
向
に
変
わ
る
節

目
が
、
男
性
は
第
５
期
、
女
性
は
第
７
期
と
違
い
が
あ

り
ま
し
た
（
図
参
照
）。
就
業
形
態
は
、
１
９
６
３
～

１
９
７
２
年
度
生
ま
れ
は
ほ
か
の
世
代
よ
り
も
正
社
員

が
多
く
、
給
与
が
高
い
な
ど
世
代
間
の
違
い
も
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
職
種
は
視
覚
障
害
で
は
「
医
療
や
福
祉
に

関
わ
る
仕
事
」
の
割
合
が
５
～
６
割
、
肢
体
不
自
由
お

よ
び
内
部
障
害
で
は
「
事
務
の
仕
事
」
の
割
合
が
青
壮

年
期
（
45
歳
未
満
）
で
６
～
８
割
、
知
的
障
害
で
は
「
清

掃
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
」
や
「
も
の

１　

は
じ
め
に

　

障
害
の
あ
る
労
働
者
は
、
年
齢
を
重
ね
、
ま
た
社
会

情
勢
が
変
化
す
る
な
か
で
、
就
業
・
生
活
の
実
態
が
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門
で
は
、
２
０

０
８
（
平
成
20
）
年
度
か
ら
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年

度
ま
で
の
16
年
間
、
２
年
ご
と
８
期
に
わ
た
っ
て
多
様

な
障
害
者
を
対
象
に
長
期
縦
断
調
査
（
パ
ネ
ル
調
査
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
本
調
査
研
究
に
お
け
る
「
職
業
サ

イ
ク
ル
」
と
は
、
誕
生
か
ら
死
亡
に
至
る
ま
で
の
「
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
に
な
ぞ
ら
え
、
職
業
人
生
に
お
け
る

就
職
、
就
業
の
継
続
、
休
職
や
復
職
、
離
職
や
再
就
職
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
、
そ
し
て
最
終
的
な
職
業
人
生
か
ら
の

引
退
に
至
る
多
く
の
労
働
者
に
共
通
す
る
経
験
の
全
体

を
と
ら
え
た
造
語
で
す
。

　

以
下
に
、
調
査
研
究
報
告
書
№
１
８
１
「
障
害
の
あ

る
労
働
者
の
職
業
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
調
査
研
究
（
第

８
期
調
査
最
終
期
）」（
※
１
）
の
一
部
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

２　

調
査
研
究
の
方
法

　

本
調
査
研
究
の
調
査
対
象
者
は
、視
覚
障
害
、聴
覚

障
害
、肢
体
不
自
由
、内
部
障
害
、知
的
障
害
、精
神
障

害
の
い
ず
れ
か
、ま
た
は
こ
れ
ら
の
重
複
障
害
が
あ
り
、

調
査
開
始
（
２
０
０
８
年
）
時
点
で
の
年
齢
は
、下
限

を
義
務
教
育
終
了
後
の
15
歳
、
上
限
を
お
お
む
ね
55
歳

と
し
、
企
業
や
自
営
業
で
週
20
時
間
以
上
就
労
し
て
い

る
者
と
し
ま
し
た
。当
事
者
団
体
等
、障
害
者
を
多
数

雇
用
す
る
事
業
所
、職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
関

の
協
力
を
得
て
募
集
を
行
い
、調
査
開
始
時
に
登
録
し

た
１
０
２
６
人
に
第
３
期（
２
０
１
２
年
、２
０
１
３
年
）

で
新
た
に
登
録
し
た
２
４
１
人
を
加
え
た
１
２
６
７
人

が
対
象
者
で
す
。な
お
、対
象
者
と
し
て
登
録
し
た
者

は
、
離
職
し
て
も
、そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、継
続
的
に
調
査
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
労
働
者
の
職
業
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、

就
業
状
態
や
職
種
等
の
外
的
な
状
況
だ
け
で
な
く
、
内

面
的
な
職
業
の
意
義
や
満
足
度
か
ら
も
と
ら
え
る
と
と

も
に
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
や
地
域
支
援
の
状
況
、
ま

た
、
結
婚
や
子
ど
も
の
誕
生
、
家
族
状
況
の
変
化
等
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
さ
ら
に
、
社
会
情
勢
の
大
き
な
変

化
等
と
の
密
接
な
関
係
に
よ
る
も
の
と
と
ら
え
、
総
合

的
な
調
査
内
容
と
し
ま
し
た
。
原
則
と
し
て
第
１
期
か

ら
第
８
期
ま
で
共
通
の
内
容
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
一

部
、
隔
回
の
質
問
項
目
が
あ
り
、
ま
た
、
法
制
度
や
問

※1 �調査研究報告書№181「障害のある労働者の職業サイクルに関する調査研究（第8期 調査最終期）－第8回職業生
活前期調査（令和4年度）・第8回職業生活後期調査（令和5年度）－」は、以下のホームページでご覧になれます。
https://www.nivr.jeed.go.jp/research/report/houkoku/houkoku181.html

16
年
間
の
パ
ネ
ル
調
査
が
と
ら
え
た

障
害
の
あ
る
労
働
者
の
職
業
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門　

社
会
的
支
援
部
門
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た
こ
と
の
影
響
を
み
る
と
、
法
律
施
行
前
の
第
４
期
に

職
場
に
お
い
て
「
理
解
や
配
慮
が
な
い
」
と
回
答
し
た

割
合
は
22
％
で
し
た
が
、
施
行
後
の
第
５
期
に
お
い
て

は
、
そ
の
う
ち
の
約
半
数
と
な
る
12
％
は
新
た
に
な
ん

ら
か
の
「
理
解
や
配
慮
が
あ
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

（
４
）
職
業
生
活
と
関
連
す
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

　

世
代
別
で
は
１
９
７
３
～
１
９
９
２
年
度
生
ま
れ
は

結
婚
し
て
い
る
者
の
割
合
が
ゆ
る
や
か
に
上
昇
し
て
い

ま
し
た
。
障
害
種
類
別
で
は
知
的
障
害
は
結
婚
し
て
い

る
者
や
子
ど
も
が
い
る
者
の
割
合
が
低
い
傾
向
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
世
代
、
障
害
種
類
別
に

お
い
て
も
、
だ
れ
か
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
者
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

５　

ま
と
め

　

今
回
の
調
査
で
明
確
に
な
っ
た
の
は
、
障
害
の
あ
る

労
働
者
に
お
け
る
就
職
、
職
場
定
着
、
合
理
的
配
慮
の

提
供
と
い
っ
た
職
場
環
境
の
変
化
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

と
い
っ
た
職
業
人
生
に
お
け
る
経
験
の
具
体
的
な
状
況

で
す
。こ
の
よ
う
な
障
害
者
の「
職
業
サ
イ
ク
ル
」に
お

け
る
変
化
へ
の
適
応
を
支
え
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

す
。
今
後
は
全
８
期
の
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
障
害

の
あ
る
労
働
者
の
長
期
に
わ
た
る
職
業
生
活
の
変
化
に

お
け
る
個
人
要
因（
障
害
種
類
や
性
別
・
年
齢
等
）と

環
境
要
因（
家
庭
や
職
場
環
境
の
状
況
等
）の
影
響
お

よ
び
そ
れ
ら
の
相
互
作
用
の
分
析
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
調
査
研
究
報
告
書
に
お
い
て
は
、「
中
高
年
期
に

お
け
る
障
害
の
重
度
化
が
働
き
方
等
に
与
え
る
影
響
」

に
つ
い
て
、
ま
た
調
査
期
間
中
に
起
き
た
「
東
日
本
大

震
災
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
」
が
障

害
者
の
就
業
お
よ
び
生
活
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も

報
告
し
て
い
ま
す
。
本
調
査
研
究
成
果
を
わ
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
資
料
「
パ
ネ
ル
調
査
が
と
ら
え
た
障
害
の

あ
る
人
の
職
業
人
生
」（
※
２
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇�お問合せ先　研究企画部 企画調整室�
（TEL：043-297-9067　E-mail：kikakubu@jeed.go.jp）

※2�マニュアル、教材、ツール等№84「パネル調査がとらえた障害のある人の職業人生」
https://www.nivr.jeed.go.jp/research/kyouzai/kyouzai84.html

を
作
る
仕
事
」
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
３
～
４
割
と
、
比

較
的
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
障
害
者
に
と
っ
て
の
職
業
の
意
義

　

仕
事
を
す
る
理
由
と
し
て
、
あ
て
は
ま
る
度
合
い
が

調
査
項
目
の
な
か
で
最
も
高
か
っ
た
の
は
「
収
入
を
得

る
た
め
」
で
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
世
代
や
年
齢
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
仕
事
の
満
足
度
は

「
給
料
や
待
遇
」
が
調
査
項
目
の
な
か
で
最
も
低
い
傾

向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
職
場
で
の
理
解
や
配
慮

　

２
０
１
６
年
に
「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
義
務
化
等

を
内
容
と
す
る
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
施
行
さ
れ

図　4世代を重ね合わせた就労率の経時的変化（グラフ横軸は年齢範囲の中央値を示す）
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国
の
動
き

使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
状
況

厚生
労働省

　

厚
生
労
働
省
が
「
令
和
６
年
度
使
用
者
に
よ
る
障
害

者
虐
待
の
状
況
等
」
を
取
り
ま
と
め
、
結
果
を
公
表
し

た
。「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
に
基
づ
き
都
道
府
県
労

働
局
が
地
方
自
治
体
と
連
携
し
、
障
害
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
や
職
場
の
上
司
な
ど
の
「
使
用
者
」
に
よ
る
障

害
者
へ
の
虐
待
防
止
や
是
正
指
導
に
取
り
組
む
な
か
で
、

通
報
や
届
出
の
あ
っ
た
事
業
所
数
と
対
象
と
な
っ
た
障

害
者
数
を
調
べ
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
通
報
・
届
出
の
あ
っ
た
事
業
所
数
は
、

前
年
度
比
５
・
４
％
増
の
１
５
９
３
事
業
所
。
対
象
と

な
っ
た
障
害
者
数
は
、
前
年
度
比
１
・
５
％
減
の
１
８

２
７
人
だ
っ
た
。
虐
待
が
認
め
ら
れ
た
事
業
所
数
は
、

前
年
度
比
２
・
９
％
減
の
４
３
４
事
業
所
で
、
虐
待
が

認
め
ら
れ
た
障
害
者
数
は
、
前
年
度
比
14
・
３
％
減
の

６
５
２
人
で
、障
害
種
別
で
は
多
い
順
に
知
的
障
害（
１

８
９
人
）、
精
神
障
害
（
１
７
０
人
）、
身
体
障
害
（
１

４
２
人
）、
発
達
障
害
（
33
人
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

認
め
ら
れ
た
虐
待
の
種
別
で
は
、
経
済
的
虐
待
が
５

８
４
人
（
85
・
０
％
）
で
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る

製
造
業
の
事
業
所
の
ケ
ー
ス
で
は
、
労
働
基
準
監
督
署

が
臨
検
監
督
で
勤
務
実
態
等
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
知

的
障
害
の
あ
る
正
社
員
の
割
増
賃
金
の
支
払
額
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
是
正
勧
告
を
行
い
、
後
日
支

払
い
を
確
認
し
た
と
い
う
。

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/content/11909000/ 

001553553.pdf

地
方
の
動
き

「
障
害
者
用
駐
車
場
の
適
正
利
用
を
」

関東

　

関
東
の
１
都
３
県
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
）
は
共
同
で
12
月
ま
で
の
間
、
障
害
者
用
駐

車
場
の
適
正
利
用
に
向
け
た
普
及
啓
発
の
た
め
、
共
通

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府
県
で
の
手
話
リ
ン
ク
導

入
は
鳥
取
県
に
次
い
で
２
番
目
と
い
う
。

　

通
常
、
聴
こ
え
な
い
人
が
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
通
話
料
も
か
か
る

が
、
手
話
リ
ン
ク
は
事
前
登
録
が
不
要
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
通
信
料
の
み
か
か
る
。
利
用
方
法
な
ど
は
神

奈
川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

https://w
w

w
.pref.kanagaw

a.jp/docs/yv4/prs/
r4478719.htm

l

働
くパ

ン
・
菓
子
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

東京

　

障
害
者
ら
に
よ
る
パ
ン
・
菓
子
づ
く
り
の
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
10
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
５
」
の
決
勝
大

会
が
、
日
本
菓
子
専
門
学
校
（
世
田
谷
区
）
で
開
催
さ

れ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
神
奈
川
県
内
の
ベ
ー
カ
リ
ー
経
営
者

ら
で
構
成
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｇ
Ｂ
Ｃ
（
神

奈
川
県
）
が
、
障
害
者
の
技
術
向
上
を
応
援
し
よ
う
と

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
初
開
催
。
途
中
、
東
日
本

大
震
災
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
中
止
と
な
り
今
回
６
年
ぶ

り
に
企
画
さ
れ
た
。

　

参
加
資
格
は
、パ
ン
・
菓
子
製
造
を
作
業
と
し
て
活

動
し
て
い
る
福
祉
施
設
の
利
用
者
と
職
員
の
チ
ー
ム
で
、

パ
ン
部
門
と
菓
子
部
門
の
ど
ち
ら
か
に
応
募
で
き
る
。

書
類
審
査
と
公
開
審
査
を
通
過
し
た
15
チ
ー
ム（
パ
ン

部
門
８
、菓
子
部
門
７
）が
決
勝
大
会
に
進
出
し
た
が
、

公
開
審
査
に
進
出
し
た
製
品
に
つ
い
て
は
後
日
、審
査

員
の
コ
メ
ン
ト
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
付
さ
れ
る
。

　

最
高
賞
と
な
る
金
賞
に
は
、
パ
ン
部
門
は
社
会
福
祉

法
人
希
望
会
が
運
営
す
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

「
ば
く 

ｔ
ｏ 

Ｐ
ａ
ｎ
」（
茨
城
県
）
の
「
な
か
よ
し
チ
ー

ム  

ば
く
」
が
つ
く
っ
た
「
ア
ー
モ
ン
ド
香
る
フ
ル
ー

ツ
た
っ
ぷ
り
結
い
ロ
ー
ル
」、
菓
子
部
門
は
社
会
福
祉

法
人
江え

刺さ
し

寿じ
ゅ

生せ
い

会か
い

が
運
営
す
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
所
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
わ
か
く
さ
「R

リ

コ

ア

icoa

」（
岩
手
県
）

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
等
を
活
用
し
た
広
報
活

動
を
各
都
県
で
実
施
し
て
い
る
。

　

障
害
者
用
駐
車
場
（
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
）
は
、

車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
車
の
乗
り
降
り
や
移
動
に
配
慮

が
必
要
な
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
区
画
で
、
通
常
よ

り
幅
が
広
く
、
建
物
の
出
入
口
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー

ル
等
に
近
い
場
所
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
駐

車
場
を
「
必
要
な
人
の
た
め
に
空
け
て
お
こ
う
」
と
呼

び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
、
高
速
道
路

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
商
業
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
な

ど
で
掲
示
・
配
布
す
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
集
中

的
に
発
信
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
象
に
障
害
者
も

東京

　

八
王
子
市
は
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
認
知
症
の
高
齢

者
ら
を
早
期
発
見
す
る
た
め
、
行
政
と
民
間
が
情
報
を

共
有
す
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
、
新

た
に
障
害
者
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
対
象
と
す
る
運
用
を

開
始
し
た
。
事
前
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
（
み

ま
も
り
あ
い
ア
プ
リ
）
に
顔
写
真
や
身
体
的
特
徴
を
登

録
し
て
お
く
と
、
失
踪
時
、
警
察
を
は
じ
め
公
共
交
通

機
関
や
協
力
者
ら
に
情
報
が
伝
わ
る
仕
組
み
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

認
知
症
の
高
齢
者
が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事
故
な
ど
を

防
ぐ
た
め
に
普
及
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
い
ま
で
は
全

国
の
約
１
７
０
０
自
治
体
の
う
ち
８
割
以
上
で
導
入
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

八
王
子
市
内
で
昨
年
起
き
た
、
知
的
障
害
の
あ
る
16

歳
の
男
子
生
徒
の
行
方
不
明
・
死
亡
事
故
を
受
け
、
対

象
者
を
広
げ
た
。

「
手
話
リ
ン
ク
」
を
導
入

神奈川

　

神
奈
川
県
は
県
代
表
電
話
に
、
一
般
財
団
法
人
日
本

財
団
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
す
る
「
手
話
リ
ン

ク
」
を
導
入
し
た
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
手
話
で
電

話
す
る
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
県
庁
に
電
話
が

つ
な
が
り
、
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
を
介
し
て
手
話
で
電
話

働く広場  2025.12 30



編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
52
回

※�

今
号
の「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
20
～
25
ペ
ー
ジ
）は
大
野

委
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。�

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

の
「
米
粉
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
」
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
全
チ
ー
ム
が
努
力
賞
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
賞
な
ど
に
選
ば
れ
た
。
詳
し
い
結
果
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
。

https://challengedcup.w
ebnode.jp

本
紹
介

『
障
が
い
者
は
ノ
ウ
フ
ク
で
も
っ
と
輝
け
る
！
―
農
福
連
携
と
い
う
し
あ
わ
せ
な
選
択
』

　

特
例
子
会
社
を
中
心
と
し
た
農
福
連
携
の
促
進
に
取
り
組
む
「
農
福
連
携
特
例
子
会
社

連
絡
会
（
ノ
ウ
ト
ク
）」
の
代
表
を
務
め
る
高た

か

草く
さ

雄ゆ
う

士し

さ
ん
が
『
障
が
い
者
は
ノ
ウ
フ
ク

で
も
っ
と
輝
け
る
！
―
農
福
連
携
と
い
う
し
あ
わ
せ
な
選
択
』（
弘
文
堂
刊
）
を
出
版
し
た
。

　

髙
草
さ
ん
は
、
父
で
あ
る
故
・
髙た

か

草く
さ

志し

郎ろ
う

さ
ん
が
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
設
立
し

た
一
般
社
団
法
人
ノ
ー
マ
ポ
ー
ト
の
代
表
を
引
き
継
ぎ
、
農
福
産
連
携
モ
デ
ル
を
推
進
す

る
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
農
福
連
携
技
術
支
援
者
育
成
研
修
や
自
治
体
向
け
セ

ミ
ナ
ー
等
の
講
師
を
務
め
る
ほ
か
、
企
業
参
入
型
の
農
福
連
携
の
普
及
啓
発
や
人
材
育
成

に
注
力
し
て
き
た
と
い
う
。
本
書
で
は
ノ
ウ
フ
ク
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
農
業
と
福
祉
の

橋
渡
し
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
も
欠
か
せ
な
い
と
し
つ
つ
、「
ノ
ウ
フ
ク
っ

て
何
で
す
か
？
」
と
い
っ
た
初
心
者
に
も
と
っ
か
か
り
や
す
い
説
明
の
な
か
で
、「
な
ぜ
、

農
業
と
福
祉
が
お
付
き
合
い
を
す
る
の
で
す
か
？
」
と
い
っ
た
質
問
形
式
を
と
り
な
が
ら
、

農
福
連
携
が
進
め
ら
れ
て
い
る
背
景
か
ら
、
実
際
の
取
組
み
、
導
入
方
法
、
課
題
な
ど
を

解
説
し
て
い
る
。
四
六
判
、
１
９
２
ペ
ー
ジ
、
１
９
８
０
円
（
税
込
）。

　

英
語
の
「Challenge

」
の
語
源
は
、
ラ
テ
ン
語
の
「calum

nia

」

に
由
来
し
、
も
と
も
と
は
告
発
や
主
張
を
意
味
す
る
言
葉
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
審
判
の
判
定
に
異
議
を
唱
え
る
際

にChallenge

を
宣
言
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま

ざ
ま
な
意
味
を
持
ち
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
、Challenge

は
挑
戦

を
さ
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
挑
戦
な
く
し
て
成
功
な
し
」。
多
く
の
偉
人
や
経
営
者
が
挑
戦
の

重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
の
分
野
に
お
い
て
も
、
多

く
の
み
な
さ
ま
が
一
人
ひ
と
り
の
働
き
が
い
や
組
織
の
価
値
向
上
、

持
続
的
成
長
に
向
け
日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

楽
天
ソ
シ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
様
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
取

材
を
通
じ
て
、
企
業
に
根
づ
く
楽
天
グ
ル
ー
プ
の
哲
学
、
黒
字
化
へ

の
強
い
こ
だ
わ
り
、
失
敗
を
許
容
し
成
長
に
つ
な
げ
る
た
め
の
企
業

風
土
、
そ
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
え
る
評
価
の
仕
組
み
や
お
互
い
に

支
え
合
う
メ
ン
バ
ー
の
存
在
、将
来
に
向
け
た
社
長
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
、
企
業
の
強
み
や
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
お
う
か
が
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

将
来
に
向
け
て
な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
取
材
に
て
い
ね
い
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

企
業
の
挑
戦
を
支
え
る
哲
学
と
風
土
、

楽
天
ソ
シ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社
の
取
材
か
ら

ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社 

取
締
役
　
大
野
聡
士

千葉県、京都府、佐賀県
＊�開催地によっては、開催日や
種目ごとに会場が異なります
＊　　は開催終了

11月末～1月

2025年度地方アビリンピック
開催予定

地方アビリンピック 検索

※�第45回全国アビリンピックは10月17日（金）〜10月19日（日）
に、愛知県で開催されました。本誌2026年2月号で特集します。

※日程や会場については、変更となる場合があります。

アビリンピック
マスコットキャラクター

佐賀 千葉

京都

働く広場  2025.1231
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12月号

●
リ
ー
ダ
ー
ズ
ト
ー
ク

「
無
印
良
品
」
ブ
ラ
ン
ド
の
衣
服
品
、
食
料
品
、
生
活

用
品
な
ど
の
企
画
・
開
発
か
ら
、
商
品
調
達
、
流
通
・

販
売
ま
で
を
手
が
け
る
株
式
会
社
良
品
計
画
（
東
京
都
）

人
事
部
長
の
吉
田
正
人
さ
ん
に
、
同
社
が
取
り
組
む
ハ
ー

ト
フ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
い
た
障
害
者
雇
用
の
方

針
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

農
業
機
械
や
建
設
機
械
の
パ
イ
プ
部
品
な
ど
を
製
造

し
て
い
る
コ
ー
ケ
ン
工
業
株
式
会
社
（
静
岡
県
）
を
訪
問
。

70
代
以
上
の
従
業
員
も
多
い
職
場
で
「
大
家
族
の
よ
う

な
自
然
体
で
の
支
え
合
い
」
を
目
ざ
し
、
障
害
の
あ
る

従
業
員
の
能
力
を
活
か
し
て
い
る
取
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

精
神
科
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
や
地
域
移
行
強
化
病
棟

な
ど
全
６
病
棟
３
３
０
床
に
加
え
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
も
併
設
し
て
い
る

社
会
医
療
法
人
智
徳
会
未
来
の
風
せ
い
わ
病
院（
岩
手
県
）

を
取
材
。
障
害
の
あ
る
従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
な
職
場
づ
く
り
に
む
け
た
配
慮
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●
編
集
委
員
が
行
く

菊
地
一
文
編
集
委
員
が
、
市
立
札
幌
み
な
み
の
杜
高

等
支
援
学
校
（
北
海
道
）
を
訪
問
。
障
害
の
あ
る
生
徒

の
就
労
支
援
や
職
場
実
習
な
ど
、
学
校
独
自
の
取
組
み

に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

メール
マガジン
好評配信中！
詳しくは

検索

JEED メールマガジン

公式X
（旧Twitter）
はこちら！

最新号発行のお知らせやコーナ
ー紹介などをお届けします。

＠JEED_hiroba

　

私
の
働
く
会
社
に
手
話
サ
ー
ク
ル
が
で
き
ま
し
た
。

じ
つ
は
私
は
当
初
「
手
話
が
で
き
る
Ｙ
さ
ん
に
手
話
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
聴
覚
障
害
の
あ
る
同

僚
に
頼
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

日
常
会
話
程
度
の
手
話
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
私
と
し
て

は
頼
り
に
さ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
え
て

断
り
ま
し
た
。
同
僚
は
心
細
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
も
ち
ろ
ん
意
地
悪
を
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
あ
な
た
は
本
業
で
も
高
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
し
、

手
話
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
運
営
し
て
い
く
力
が
す

で
に
備
わ
っ
て
い
る
。
あ
な
た
な
ら
き
っ
と
や
れ
る
し
、

こ
の
経
験
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
を
目
覚
め
さ
せ
る
い

い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」、
そ
の
よ
う
に
考

え
た
私
は
あ
え
て
手
を
出
し
過
ぎ
ず
、
見
守
る
役
に
徹

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
は
初
め
て
の
こ
と

が
多
い
し
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
手
話
に
関
心
を
持
つ
社
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

先
日
つ
い
に
第
一
回
の
手
話
サ
ー
ク
ル
が
開
催
さ
れ
た

の
で
す
。

　

手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
じ
え
て
講
座
を
進
め
る

同
僚
の
姿
は
自
信
と
喜
び
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
撒
か

れ
た
種
は
芽
吹
き
、
つ
ぼ
み
を
つ
け
、
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
私
は
手
話
サ
ー
ク
ル
の
最
前
列
に
座
り
、
生
命

力
あ
ふ
れ
る
同
僚
の
姿
を
見
な
が
ら
ニ
ヤ
リ
と
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

可
能
性
が
花
開
く
と
き

�

Ｙ
・
Ｆ
（
東
京
都
）

掲示板

読者アンケートにご協力をお願いします！
� 回答はこちらから→※カメラで読み取ったリンク先が「https://krs .bz/jeed/m/hiroba_enquete」であることをご確認ください。
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◆広域センター・地域センター 一覧◆
2025年11月25日現在

広域障害者職業センター 全国の広範な地域から障害者を受け入れ、職業評価、職業指導、職業訓練などの職業リハビリ
テーションを実施し、その成果に基づく指導技法などを能力開発施設へ提供しています

名称 所在地 電話番号
国立職業リハビリテーションセンター
（中央障害者職業能力開発校） 〒 359 － 0042　　埼玉県所沢市並木 4 － 2 04 － 2995 － 1711

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
（吉備高原障害者職業能力開発校） 〒 716 － 1241　　岡山県加賀郡吉備中央町吉川 7520 0866 － 56 － 9000

地域障害者職業センター 障害者に対する専門的な職業リハビリテーションサービス、事業主に対する障害者の雇用管理
に関する相談・援助、地域の関係機関に対する助言・援助を実施しています

名称 所在地 電話番号
北海道障害者職業センター 〒 001 － 0024 札幌市北区北二十四条西 5 － 1 － 1 札幌サンプラザ 5 階 011 － 747 － 8231
旭川支所 〒 070 － 0034 旭川市四条通 8 丁目 右 1 号 LEE 旭川ビル 5 階 0166 － 26 － 8231
青森障害者職業センター 〒 030 － 0845 青森市緑 2 － 17 － 2 017 － 774 － 7123
岩手障害者職業センター 〒 020 － 0133 盛岡市青山 4 － 12 － 30 019 － 646 － 4117
宮城障害者職業センター 〒 983 － 0836 仙台市宮城野区幸町 4 － 6 － 1 022 － 257 － 5601
秋田障害者職業センター 〒 010 － 0944 秋田市川尻若葉町 4 － 48 018 － 864 － 3608
山形障害者職業センター 〒 990 － 0021 山形市小白川町 2 － 3 － 68 023 － 624 － 2102
福島障害者職業センター 〒 960 － 8054 福島市三河北町 7-14 福島職業能力開発促進センター内 024 － 526 － 1005
茨城障害者職業センター 〒 309 － 1703 笠間市鯉淵 6528 － 66 0296 － 77 － 7373
栃木障害者職業センター 〒 320 － 0865 宇都宮市睦町 3 － 8 028 － 637 － 3216
群馬障害者職業センター 〒 379 － 2154 前橋市天川大島町 130 － 1 ハローワーク前橋３階 027 － 290 － 2540
埼玉障害者職業センター 〒 338 － 0825 さいたま市桜区下大久保 136 － 1 048 － 854 － 3222
千葉障害者職業センター 〒 261 － 0001 千葉市美浜区幸町 1 － 1 － 3 ハローワーク千葉 4 階 043 － 204 － 2080
東京障害者職業センター 〒 110 － 0015 台東区東上野 4 － 27 － 3 上野トーセイビル 3 階 03 － 6673 － 3938
多摩支所 〒 190 － 0012 立川市曙町 2 － 38 － 5 立川ビジネスセンタービル 5 階 042 － 529 － 3341
神奈川障害者職業センター 〒 252 － 0315 相模原市南区桜台 13 － 1 042 － 745 － 3131
新潟障害者職業センター 〒 950 － 0067 新潟市東区大山 2 － 13 － 1 025 － 271 － 0333
富山障害者職業センター 〒 930 － 0004 富山市桜橋通り 1 － 18 北日本桜橋ビル 7 階 076 － 413 － 5515
石川障害者職業センター 〒 920 － 0901 金沢市彦三町 1 － 2 － 1 アソルティ金沢彦三 2 階 076 － 225 － 5011
福井障害者職業センター 〒 910 － 0026 福井市光陽 2 － 3 － 32 0776 － 25 － 3685
山梨障害者職業センター 〒 400 － 0864 甲府市湯田 2 － 17 － 14 055 － 232 － 7069
長野障害者職業センター 〒 380 － 0935 長野市中御所 3 － 2 － 4 026 － 227 － 9774
岐阜障害者職業センター 〒 502 － 0933 岐阜市日光町 6 － 30 058 － 231 － 1222
静岡障害者職業センター 〒 420 － 0851 静岡市葵区黒金町 59 － 6 大同生命静岡ビル 7 階 054 － 652 － 3322
愛知障害者職業センター 〒 460 － 0003 名古屋市中区錦 1 － 10 － 1 MI テラス名古屋伏見 5 階 052 － 218 － 2380
豊橋支所 〒 440 － 0888 豊橋市駅前大通 1 － 27 MUS 豊橋ビル 6 階 0532 － 56 － 3861
三重障害者職業センター 〒 514 － 0002 津市島崎町 327 － 1 ハローワーク津３階 059 － 224 － 4726
滋賀障害者職業センター 〒 525 － 0027 草津市野村 2 － 20 － 5 077 － 564 － 1641
京都障害者職業センター 〒 600 － 8235 京都市下京区西洞院通塩小路下る東油小路町 803 ハローワーク京都七条５階 075 － 341 － 2666
大阪障害者職業センター 〒 541 － 0056 大阪市中央区久太郎町 2 － 4 － 11 クラボウアネックスビル 4 階 06 － 6261 － 7005
南大阪支所 〒 591 － 8025 堺市北区長曽根町 130 － 23 堺商工会議所会館 5 階 072 － 258 － 7137
兵庫障害者職業センター 〒 657 － 0833 神戸市灘区大内通 5 － 2 － 2 ハローワーク灘３階 078 － 881 － 6776
奈良障害者職業センター 〒 630 － 8014 奈良市四条大路 4 － 2 － 4 0742 － 34 － 5335
和歌山障害者職業センター 〒 640 － 8323 和歌山市太田 130 － 3 073 － 472 － 3233
鳥取障害者職業センター 〒 680 － 0842 鳥取市吉方 189 0857 － 22 － 0260
島根障害者職業センター 〒 690 － 0877 松江市春日町 532 0852 － 21 － 0900
岡山障害者職業センター 〒 700 － 0821 岡山市北区中山下 1 － 8 － 45 NTTクレド岡山ビル 17 階 086 － 235 － 0830
広島障害者職業センター 〒 730 － 0004 広島市中区東白島町 14-15 NTTクレド白島ビル 12 階 082 － 502 － 4795
山口障害者職業センター 〒 747 － 0803 防府市岡村町 3 － 1 0835 － 21 － 0520
徳島障害者職業センター 〒 770 － 0823 徳島市出来島本町 1 － 5 ハローワーク徳島４・５階 088 － 611 － 8111
香川障害者職業センター 〒 760 － 0055 高松市観光通 2 － 5 － 20 087 － 861 － 6868
愛媛障害者職業センター 〒 790 － 0808 松山市若草町 7 － 2 089 － 921 － 1213
高知障害者職業センター 〒 781 － 5102 高知市大津甲 770 － 3 088 － 866 － 2111
福岡障害者職業センター 〒 810 － 0042 福岡市中央区赤坂 1 － 6 － 19 ワークプラザ赤坂 5 階 092 － 752 － 5801
北九州支所 〒 802 － 0066 北九州市小倉北区萩崎町 1 － 27 093 － 941 － 8521
佐賀障害者職業センター 〒 840 － 0851 佐賀市天祐 1 － 8 － 5 0952 － 24 － 8030
長崎障害者職業センター 〒 852 － 8104 長崎市茂里町 3 － 26 095 － 844 － 3431
熊本障害者職業センター 〒 862 － 0971 熊本市中央区大江 6 － 1 － 38  ハローワーク熊本 4 階 096 － 371 － 8333
大分障害者職業センター 〒 870 － 0131 大分市皆春 1483 － 1  大分職業能力開発促進センター内 第 1 教室棟 3・4 階 097 － 503 － 6600
宮崎障害者職業センター 〒 880 － 0014 宮崎市鶴島 2 － 14 － 17 0985 － 26 － 5226
鹿児島障害者職業センター 〒 890 － 0063 鹿児島市鴨池 2 － 30 － 10 099 － 257 － 9240
沖縄障害者職業センター 〒 900 － 0006 那覇市おもろまち 1 － 3 － 25 沖縄職業総合庁舎 5 階 098 － 861 － 1254
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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
（JEED）では、障害者に対する雇用支援などを
実施しており、その一環として障害者雇用の月刊誌

「働く広場」を発行しています。
本誌はデジタルブックでも公開しており、
スマートフォンやパソコンでいつでも無料で
お読みいただけます。ぜひ、ご利用ください！
（毎月５日ごろに最新号がアップされます）
掲載をお知らせするメール配信サービスも
ございますのであわせてご利用ください。

読みたいページに
すぐ飛べる！

企画部情報公開広報課

https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/index.html

障害者雇用の総合誌
「働く広場」が
いつでも無料で
お読みいただけます！

★ルポルタージュ形式で
障害者雇用の現場をわ
かりやすく紹介

★国が進める施策の動向
や､関係制度、助成金
などの支援策を紹介

★「障害者雇用率向上へ
のヒント」、「障害のあ
る人の地域生活支援に
ついて」など、テーマを
掘り下げた記事が充実

JEED　働く広場 検索

〒261-8558　千葉県千葉市美浜区若葉3-1-2
電話043-213-6200　FAX043-213-6556　E-mail hiroba@jeed.go.jp

お問合せ先

自由に拡大
できて便利！
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